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平
成
２０
年
度
第
１
回
通
常
総
会

組
織
改
革
へ
の
準
備
進
む

平
成
２０
年
度
第
１
回
通
常
総
会
が
５

月
１７
日
午
後
２
時
か
ら
東
京

・
四
谷
の

主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
で
開
か
れ
た
。

会
員
１
５
４
人
が
出
席
し
、
①
平
成
１９

年
度
事
業
報
告
、
②
平
成
１９
年
度
収
支

決
算

・
財
産
目
録
の
承
認
、
③
創
立
１

０
０
周
年
記
念
事
業
特
別
会
計
決
算
及

び
剰
余
金
処
分
、
④
平
成
２０
年
度
除
籍

予
定
者
―

，に
つ
い
て
審
議
し
た
結
果
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
し
た
。

（事
業
報
告
等
の
詳
細
内
容
は
別
掲
）

・
定
足
数
に
つ
い
て

新
法
だ
と
出
席
者
足
り
ず
流
会

こ
の
日
の
総
会
に
は
２
３
６
１
の
委

任
状
が
提
出
さ
れ
た
。
総
会
通
知
を
発

送
し
た
時
点
で
の
在
籍
者
は
５
４
３
４

人
。
出
席
者

・
委
任
状
提
出
者
を
合
わ

せ
る
と
、
会
員
の
３
分
の
１
を
上
回
っ

て
総
会
は
有
効
に
成
立
し
た
が
、
宮
下

会
長
は

「新
し
い
法
律
で
は
、
総
会
は

会
員
の
過
半
数
で
も

っ
て
成
立
し
、
議

案
の
承
認
に
は
、
そ
の
過
半
数
が
必
要
。

こ
れ
に
し
た
が
え
ば
、
今
日
の
総
会
は

流
会
と
な
る
」
と
注
意
を
喚
起
し
た
。

・
事
業
報
告

ｏ
収
支
決
算

減
価
償
却
を
は
じ
め
て
実
施

議
案
審
議
を
開
始
し
た
。
宮
崎
紘

一

総
務
担
当
理
事
が
事
業
報
告
を
、
吉
永

英
明
財
務
担
当
理
事
が
収
支
決
算

ｏ
財

産
目
録
等
を
説
明
し
た
。

【事
業
報
告
】
●
公
益
事
業
＝
登
山
・講

演
会

ｏ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
開
催
し

た
。
４
月
に
は
宮
崎
支
部
が
子
ど
も
登

山
教
室
を
、
６
月
に
は
信
濃
支
部
が
ウ

エ
ス
ト
ン
祭
を
、
７
月
に
は
山
梨
支
部

が
山
の
博
覧
会
、
越
後
支
部
が
高
頭
祭

を
実
施
し
た
。
医
療
委
員
会
が
８
月
に

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「高
所
登
山
に
お
け
る

突
然
死
を
考
え
る
」
を
、

１０
月
に
は
資

料
映
像
委
員
会
が
全
国
山
岳
博
物
館
等

連
絡
会
議
を
開
い
た
。
Ｈ
月
か
ら
２
月

に
か
け
て
、
指
導
、
青
年
部
委
員
会
に

よ
る
講
習
会
が
相
次
ぎ
、
「雪
山
救
助
現

場
の
実
際
」
、
緊
急
救
命
法
講
習
会
、
ロ

ー
プ
ワ
ー
ク
講
習
会
、
雪
崩

・
雪
上
技

術
講
習
会
な
ど
が
行
な
わ
れ
た
。

自
然
保
護

・
山
岳
環
境
保
全
と
し
て

は
、
関
西
支
部
の
四
国
中
央
分
水
嶺
踏

査
が
最
終
年
を
迎
え
た
。
北
海
道
支
部

が
高
山
植
物
盗
難
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
、
熊
本
支
部
が
森
林
保
全
巡
視
員

講
習
会
を
開
催
し
た
。
９
月
に
は
静
岡

と
山
梨
支
部
が
、
そ
れ
ぞ
れ
富
士
山
で

清
掃
活
動
を
展
開
。
自
然
保
護
全
国
集

会
は
Ｈ
月
に
西
湖
で
行
な
わ
れ
た
。
森
　
１

づ
く
り
は
、
全
国
に
広
が
り
自
然
保
護
　
洟

委
員
会
が
高
尾
、青
森
支
部
が
自
神
、東

海
支
部
が
猿
投
、
岐
阜
支
部
が
小
津
権

現
山
、
山
陰
支
部
が
大
山
で
行
な
っ
た
。

宮
崎
支
部
は
水
源
の
森
づ
く
り
を
実
施
。

・
一
般
事
業

・
会
員
の
た
め
の
事
業
＝

集
会
委
員
会
が
若
葉
山
行
、
北
信
三
山

放
射
状
登
山
、
紅
葉
山
行
、
豪
州
コ
ジ

ウ
ス
コ
山
登
山
な
ど
を
実
施
。
全
国
支

部
懇
談
会
は
１０
月
６
～
７
日
、
岩
手
で
、

年
次
晩
餐
会
は
１２
月
１
日
に
高
輪
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
で
実
施
し
た
。
海
外
登
山

隊
は
、
石
川
支
部
が
イ
ン
ド

・
ヒ
マ
ラ

ヤ
の
マ
ー
ン
峰
、
関
西
支
部
は
ク
ビ
ツ

ァ
ン
ポ
源
流
域
学
術
調
査
、
東
海
支
部
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が
イ
ン
ド

・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
シ
ャ
ル
ミ
リ

峰
、
広
島
支
部
が
覇
王
山
、
福
岡
支
部

が
東
チ
ベ
ッ
ト
の
ゲ
ム

・
ソ
ン
グ
峰
に

派
遣
し
た
。

当
期
収
支
は
黒
字
維
持

【収
支
決
算
等
】
大
き
な
特
色
は
減
価

償
却
を
実
施
し
た
こ
と
だ
。
対
象
は
ル

ー
ム
、
山
研
な
ど
。
今
後
、　
一
般
法
人

に
な
る
に
せ
よ
、
公
益
法
人
に
な
る
に

せ
よ
、
企
業
会
計
と
同
じ
よ
う
に
減
価

償
却
を
実
施
し
て
収
支
を
明
確
に
す
る

よ
う
に
指
導
さ
れ
て
い
る
た
め
だ
。

１９
年
度
決
算
は
、
収
入
合
計
が
８
６

４
７
万
円
だ

っ
た
。
う
ち
会
費

・
入
会

金
は
６
２
８
６
万
円
で
収
入
全
体
の

７２

ｏ
７
ずヽ白
を
占
め
た
。
入
会
金
収
入
は

１
０
４
人
分
。
通
常
会
員
の
会
費
納
入

率
は
９７

ｏ
５
報ヽ自
の
高
率
を
維
持
し
て
い

る
。
そ
の
他
事
業
収
入
は
グ
ッ
ズ
の
販

売
な
ど
。
補
助
金
１
０
０
万
円
は
電
源

開
発
か
ら
の
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
基
金
へ
の

助
成
金
で
、
あ
と
２
年
間
続
く
。
退
職

金
支
払
い
の
た
め
退
職
給
与
引
当
金
取

り
崩
し
を
雑
収
入
に
計
上
し
て
い
る
。

支
出
は
７
５
２
３
万
円
。
事
業
費
が

４
６
９
６
万
円
、
管
理
費
は
２
８
９
１

万
円
。
管
理
費
を
削
減
、
事
業
費
が
多

く
な
る
よ
う
心
が
け
て
い
る
。
事
業
費

の
う
ち
、
海
外
登
山
補
助
金
は

一
部
返

却
が
あ
り
予
算
を
下
回

っ
た
。
そ
の
他

事
業
費
は
支
部
補
助
金
、
グ
ッ
ズ
用
品

の
仕
入
れ
な
ど
。
管
理
費
で
は
、
旅
費

交
通
費
を
会
長
は
５
割
、
副
会
長
は
３

割
な
ど
を
自
己
負
担
す
る
な
ど
で
大
き

く
減
ら
し
た
。
福
利
厚
生
費
は
年
金
の

負
担
増
。
そ
の
他
管
理
費
で
コ
ピ
ー
リ

ー
ス
料
な
ど
を
削
減
。
特
定
預
金
支
出

で
は
、
秩
父
宮
記
念
賞
基
金
を
１９
年
度

は
積
み
立
て
し
な
か
っ
た
。
当
期
収
入

か
ら
支
出
を
差
し
引
い
た
当
期
収
支
差

額
は
１
９
９
万
円
と
な
っ
た
。

正
昧
財
産
３
億
４
６
３
３
万
円
に

正
味
財
産
増
減
計
算
書
が
大
き
く
変

わ

っ
た
。
こ
れ
ま
で
は
増
加
だ
け
だ

っ

た
が
、

１９
年
度
は
減
少
が
加
わ

っ
た
。

減
価
償
却
を
実
施
し
た
た
め
だ
。
減
少

額
は
退
職
給
与
引
当
預
金
の
取
り
崩
し

な
ど
を
含
め
約
８
５
０
０
万
円
。
こ
の

結
果
、
正
味
財
産
額
は
４
億
２
７
７
５

万
円
か
ら
３
億
４
６
３
３
万
円
に
減
少

し
た
。
貸
借
対
照
表
で
は
、
そ
の
他
固

定
資
産
の
建
物
、
什
器
備
品
、
発
電
装

置
が
減
価
償
却
の
た
め
正
味
財
産
増
減

計
算
書
に
記
載
し
て
い
る
分
減
価
し
て

い
る
。

・
減
価
償
却
実
施
額

過
年
度
分
含
め
７
９
８
４
万
円

減
価
償
却
の
実
施
額
は
、
計
算
書
類

に
対
す
る
注
記
で
詳
細
に
記
載
し
て
い

る
。
昭
和
５３
年
に
取
得
し
た
市
ヶ
谷
の

事
務
室
・集
会
室
・図
書
室
は
、
耐
用
年

数
を
５０
年
と
し
、
残
価
率
１０
で
の
定
額

法
で
実
施
、
過
年
度
分
と
し
て
１
３
９

１
万
円
、

１９
年
度
分
は
４７
万
円
を
償
却
。

平
成
Ｈ
年
取
得
の
１
０
４
号
室
は
耐

用
年
数
２３
年
、
残
価
率
１０
で
の
定
額
法

で
過
年
度
分
１
１
６
万
円
、

１９
年
度
分

７７
万
円
を
償
却
し
た
。

平
成
５
年
建
設
の
上
高
地
山
岳
研
究

所
は
耐
用
年
数
を
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

部
分
は
５０
年
、
木
造
部
分
は
２２
年
と
し

残
価
率
１０
年
の
定
額
法
で
過
年
度
分
５

３
３
９
万
円
、

１９
年
度
分
３
８
１
万
円

を
償
却
し
た
。
平
成
Ｈ
年
に
設
置
し
た

水
力
発
電
所
は
耐
用
年
数
２０
年
、
残
価

率
１０
りヽ自
の
定
額
法
で
過
年
度
分
と
し
て

１
２
７
万
円
、

１９
年
度
分
は
１７
万
円
を

償
却
。

什
器
備
品
は
、
い
ず
れ
も
耐
用
年
数

を
過
ぎ
て
い
る
の
で
残
価
率
１０
で
の
額

と
し
、
取
得
後
２０
年
以
上
経
過
し
た
木

製
書
架
、

‐６
ミリ映
写
機
ほ
か
５
点

（取

得
価
格

３
６
４
万
円
）
は
除
却
。

こ
れ
ら
の
結
果
、
建
物
、
ミ
ニ
水
力

発
電
装
置
、
什
器
備
品
は
１
億
７
３
２

７
万
円
の
取
得
価
格
に
対
し
減
価
償
却

累
計
額
は
７
９
８
４
万
円
と
な
り
、
当

期
末
残
高
は
９
３
４
２
万
円
と
な
っ
た
。

・
共
有
持
分
地
価

１
平
方
肝
当
た
り
８６
万
円

財
産
目
録
に
記
載
し
た
固
定
資
産
の

土
地
７
４
９
５
万
円
は
、
事
務
所

・
図

書
室

ｏ
ｌ
０
４
号
室
の
宅
地
持
分
に
対

す
る
も
の
。共
有
持
分
と
し
て
合
計
８７
ｏ

２

２６
平
方
際
川
あ
り
、
１
平
方
房
当
た
り
８５
ｏ

贈

９
万
円
と
な
る
。
「相
続
税
路
線
価
１
２

９
万
円
、
固
定
資
産
税
評
価
額
６８
万
円

と
比
べ
、
共
有
部
分
で
あ
る
こ
と
を
考

慮
す
る
と
、
や
や
高
め
か
」
と
報
告
し
た
。

・
監
査
報
告

こ
れ
ら
に
対
し
深
川
安
明
監
事
か
ら

収
支
計
算
書
等
が
正
確
か
つ
妥
当
で
あ

り
、
ま
た
理
事
の
業
務
執
行
が
誠
実
に

行
な
わ
れ
た
こ
と
を
認
め
る
監
査
報
告

が
あ
っ
た
。
深
川
監
事
は
、
日
頭
で
①

金
融
口
座
が
多
い
の
で
整
理
統
合
す
る
、

②
終
身
会
員
の
会
費
取
り
崩
し
に
つ
い

て
規
定
整
備
を
図
る
、
③
会
長
ら
が
旅

費
の

一
部
を
自
己
負
担
し
た
こ
と
が
、 154人 が出席、ほぼ満席となった総会会場

嘩
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さ
ら
に
経
費
削
減
に
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
た
い
―
―
と
要
請
し
た
。

・
２０
年
度
除
籍
予
定
者

対
象
者
は
１
０
１
人

平
成
２０
年
度
の
除
籍
対
象
者
は
１
０

１
人
。
会
費
を
１８

ｏ
ｌ９
年
度
の
２
年
間

滞
納
し
て
い
る
会
員
が
対
象
と
な
る
。

２０
年
度
も
納
入
し
な
い
と
除
籍
と
な
る
。

実
際
の
除
籍
者
は
例
年
４０
～
５０
人
。
昨

年
は
対
象
者
９１
人
で
実
際
に
除
籍
と
な

っ
た
の
は
４１
人
だ

っ
た
。
１
年
間
分
で

も
い
い
か
ら
会
費
を
納
め
て
留
ま
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
要
請
が
あ
っ
た
。

■
１
０
０
周
年
記
念
事
業

余
剰
金
３７
万
円
を

一
般
会
計
に

１
０
０
周
年
記
念
事
業
特
別
会
計
の

決
算
報
告
が
あ
っ
た
。
事
業
費
総
額
１

億
５
９
９
万
円
。
募
金
、寄
付
金
、企
画
・

協
賛
収
入
は
７
１
８
４
万
円
。
支
出
は
、

登
山
隊
補
助
１
０
１
０
万
円
、
ブ
ロ
ッ

ク
別
式
典
補
助
２
０
０
万
円
、
記
念
式

典
１
７
１
０
万
円
、
森
づ
く
り
補
助
３

２
７
万
円
な
ど
。
剰
余
金
３７
万
円
を

一

般
会
計
に
繰
り
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。

・
新
支
部
長
紹
介

北
海
道
、
石
川
、
富
山
、
福
島

新
し
い
支
部
長
が
紹
介
さ
れ
た
。
北

海
道
は
滝
本
幸
夫
氏

（５
９
９
３
）
、
石

川
は
中
川
博
人
氏

（７
４
６
３
）
、
富
山

は
山
田
信
明
氏

（９
８
９
９
）
、
福
島
は

お
おが
い

大
谷
司
氏
（９
２
６
９
）
。
滝
本
北
海
道

支
部
長
は

「昨
年
Ｈ
月
、
４
人
の
岳
友

を
亡
く
し
た
。
今
年
は
鎮
魂
の
年
だ
。

一
周
忌
を
終
え
て
活
動
を
再
開
し
た

い
」
と
語
っ
た
。

総
会
終
了
後
、
懇
親
会
を
開
い
た
。

神
崎
忠
男
副
会
長
が
音
頭
を
と
っ
て
乾

杯
し
和
や
か
な
歓
談
を
続
け
た
。

・
質
疑

・
応
答

会
員
は
衿
持
を
も
っ
て
行
動
を

柴
田
篤
志
会
員

（４
９
３
２
）
総
会

を
年
２
回
開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

間
隔
が
短
い
。
上
期
と
下
期
に
分
け
Ｈ

月
と
５
月
に
開
く
よ
う
に
す
れ
ば
ど
う

か
。
ま
た
退
会
者
が
多
い
。
復
活
の
際

の
入
会
金
を
減
免
し
て
は
ど
う
か
。

宮
下
会
長
　
文
部
科
学
省
か
ら
３
月

ま
で
に
予
算
を
、
５
月
ま
で
に
決
算
を

持

っ
て
こ
い
と
指
導
さ
れ
て
い
る
の
で
、

現
在
の
よ
う
に
開
催
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
復
活
入
会
金
は
考
え
て
み
た
い
。

伏
見
紀
子
会
員

（５
３
９
０
）
国
際

交
流
を
き
ち
ん
と
行
な
っ
て
い
ま
す
か
。

担
当
者
は
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

宮
下
会
長
　
き
ち
ん
と
や
っ
て
い
る

と
思

っ
て
い
る
。
外
国
か
ら
の
招
聘
な

ど
に
対
し
、
そ
の
都
度
対
応
し
て
い
る
。

山
口
善
弘
会
員

（１
０
６
９
９
）
自

然
保
護
委
員
会
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

回
答
し
た
。
結
果
は
公
表
さ
れ
る
の
か
。

山
川
陽

一
理
事
　
約
１
９
０
０
通
の

回
答
を
集
計
し
、
自
然
保
護
全
国
集
会

で
速
報
し
た
。会
報

『山
』
、
機
関
紙
『木

の
目
草
の
芽
』
に
掲
載
、
対
外
向
け
に

報
告
書
も
作
成
し
、
希
望
者
に
は
配
布

す
る
。

都
甲
豊
好
会
員

（１
２
０
５
７
）
会

員
か
ら
海
外
登
山
勧
誘
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
が
送
ら
れ
て
き
て
扱
い
に
困

っ
た
。

吉
永
常
務
理
事
　
友
だ
ち
同
士
で
行

く
と
い
う
の
と
は
違
う
。
旅
行
業
法
に

抵
触
し
か
ね
な
い
。
平
山

・
前
会
長
は

「政
治
と
商
売
を
持
ち
込
む
な
」
と
よ

く
言

っ
て
い
た
。
会
員
は
、
お
持
を
も

っ
て
行
動
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

野
田
憲

一
郎
会
員

（５
８
０
５
）
収

益
事
業
は
課
税
さ
れ
な
い
か
。

吉
永
常
務
理
事
　
公
益
法
人
で
も
収

益
事
業
を
や
っ
て
い
い
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
減
価
償
却
負
担
な
ど
で
平
成
２５

年
ま
で
は
マ
イ
ナ
ス
収
支
と
な
る
見
込

み
な
の
で
課
税
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

消
費
税
も
売
り
上
げ
１
０
０
０
万
円
ま

で
は
課
税
対
象
と
さ
れ
な
い
。

大
森
弘

一
郎
会
員

（４
５
３
２
）
事

業
報
告
を
み
る
と
公
益
事
業
が
多
い
が
、

公
益
法
人
へ
の
移
行
は
、
こ
の
ペ
ー
ス

で
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
。

宮
下
会
長
　
一
般
法
人
か
公
益
法
人

か
、
ど
ち
ら
が
い
い
の
か
、
ま
だ
判
断

が
つ
か
な
い
が
、
よ
り
困
難
な
も
の
ヘ

の
挑
戦
を
第

一
に
考
え
て
い
き
た
い
。

（文

・
高
橋
重
之
、
写
真

・
神
長
幹
雄
）

激ぽ寧鋳

総会であいさつする宮下秀樹会長

桑
雪
Ｅ
一威

磨
槙

総会委任状提出のお願い
今回の総会は出席者154名、委任状出席2361名 で

成立しました。定款は「総会の会員現在数の 3分
の1が出席しなければその議事を開き、議決する
ことができない。ただし、あらかじめ書面で意思
を表示したものは出席者とみなす」と定めており、
規定を充たして成立しました。

しかし最近の総会は、当日の出席者数は別とし
て委任状提出者数は減る傾向にあります。当会の
活動活性化のためにはまず、会員各位の参加意識
が不可欠です。次回以降出席できない場合は、必
ず、総会案内に同封してある「委任状」のハガキ
をご返送下さいますようお願い致します。

(総務担当理事 宮崎紘―)

壼 3
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″    鈴鹿山系全山環境調査登山 (東海支部)

″    「夜叉が池」環境パ トロール (岐阜支部・福井支部)

(3)出版等

*山岳第102年 (2007年)の発行

*会報743号～754号の発行

*イ ンターネット・ホームページの更新

*海外向英文誌 町叩anese Apine News」 第 8号の発行

*青年部会報「きりぎりす」の発行 (年 1回 )

*自然保護委員会会報「木の目草の芽」刊行 (年 6回 )

*「山旅徹底ガイド」(改定版)の刊行 (東海支部)

(4)そ の他目的を達成するための事業

*第 9回秩父宮記念山岳賞の授与

*第 2回今西錦司賞の授与 (京都支部)

*海外登山基金による海外登山の助成

*山岳図書の整備・拡充

*山岳遭難の予防と対策に関する関係団体との協議

*国内関係団体 (日 本山岳協会・東京都山岳連盟・日本ネパール協会・

日本ヒマラヤ協会 OHAT一 J。 その他)との連携

*海外登山団体との情報交換及び機関誌の交換等

*国内博物館・美術館との提携

*「上高地山岳研究所」の運用

*ミ ニ水力発電の運用

2.一般事業及び会員のための事業

(1辺釜山、集会、施設の運用等

4月 28日   上高地山研開所 (山研)          上高地

5月 15日   第15回 山を語る (水越 武)(図書)      本会

5月 25～ 27日 若葉山行 (集会)             佐渡島

5月 31日   講演会「アンデスとカナダの登山事情」    本会

6月 2～ 3日 新入会員のための焼岳登山とウェストン祭 (山研) 本会

8月 4～ 7日 北信三山放射状登山 (集会)高妻山・黒姫山・飯綱山

9月 22～ 23日 上高地星の会とオータムコンサート (山研)  上高地

9月 27日   第36回山岳史懇談会 (図書)         本会

10月 14～ 16日 紅葉山行 (集会)       隧ヶ岳・会津駒ケ岳

10月 6～ 7日 第23回全国支部懇談会 (岩手支部)     八幡平

10月 20日   新入会員オリエンテーション (総務)     本会

10月 26日   第16回 山を語る (図書)           本会

11月 5日   上高地山研閉所 (山研)          上高地

11月 11日   学生部所属大学山岳部マラソン大会 (学生)皇居一周

12月 1日   平成19年度年次晩餐会 (総務) 高輪プリンスホテル

12月 2日   晩餐会記念山行 (集会)           大山

12月 30～ 1月 4日 冬季開所 (山研)             上高地

1月 10～ 16日 オーストラリア 0コ ジウスコ山登山 (集会)

1月 12～ 14日 スキー懇親会 (集会)          野沢温泉

1月 19日   第38回山岳図書を語るタベ (図書)      本会

3月 1日   第25回図書交換会 (図書)          本会

(2》鋼外登山等

7月 ～8月  インド0ヒ マラヤ マーン峰登山隊 (石川支部)

7月 ～9月  クビツァンポ源流学術調査隊 (関西支部共催)

10月    インド。ヒマラヤ シャルミリ峰登山隊 (東海支部)

10月    覇王山登山隊 (広島支部)

11月    東チベット ゲム・ソング峰登山隊 (福岡支部)

(3×無議等

*通常総会の開催 (5月 19日・平成20年 3月 22日 )

*理事会の開催 (11回 )

*常務理事会の開催 (11回 )

*支部長会議 (5月 19日 09月 8～ 9日 012月
)

*支部事務局担当者会議の開催 (2月 16～ 17日 )

*評議員会の開催 (4月 21日 ・6月 8日 ・10月 27日 ・平成20年 3月 15日 )

山 757-200806020(第二種郵便物認可)

(社)日本山岳会 平成19年度事業報告
平成19年年4月 1日 ～平成20年年3月 31日

1.`蛍i益
|“月罷業

(1週螢山、講演会、シンポジウムの開催等

4月     講演会「インド・ヒマラヤ」カパディア氏 (東京。名古屋。関西 石川)

4月 28～ 29日 第10回子ども登山教室 (宮崎支部)     諸塚山

6月 2～ 3日 第61回ウェストン祭 (信濃支部)      上高地

6月 10日 ～7月 5日 2007年度第1&欠 マッキンリー気象観測膠1器設置登山隊 (科学)ア ラスカ

6月 22日   山岳映画会「白き氷河の果てに」(資料映像)    本会

6月 27～ 28日 教職員研修集団登山引率者講演会 (富山支部)    立山

7月 7日   第3回山の博覧会「山を知ろう 山へ行こう」(山梨支部)  山梨学院大学

7月 5～ 6日 全国山岳遭難対策協議会 (指導)      富山市

7月 22日   第 6回青少年体験登山 (東九州支部)   九重山群

7月 25日   第50回高頭祭 (越後支部)         弥彦山

7月 25～ 26日 少年少女登山教室 (青森)        大駒ヶ岳

7月 26～ 29日 第 8回自然児学校 (北海道支部)      新冠町

7月 ～8月  上高地インタープリタ活動 (自然保護共催)  上高地

8月 8日   シンポジウム「高所登山における突然死を考える」(医療。指)掌・海外)四谷

8月 11～ 12日 白山親子登山 (福井支部)          白山

9月 21日   宮崎家裁少年補導受託登山 (宮崎支部)   双石山

10月 8日   松本市民記念 トレッキング (信濃)     徳本峠

10月 13・ 20日 親と子のふれあい登山教室 (東海支部)    尾高山

10月 27日   スペシャルオリンピックス (知的障害者との登山)(東海支部)鈴鹿ハト峰

10月 20日   全国山岳博物館等連絡会議 (資料映像)        松本市

11月 3日   宮崎ウェストン祭 (宮崎支部共催)    高千穂町

11月 6日   講演会「雪山救助現場の実際」(指導)     東京体育館

11月 26日   山岳映画会「交響詩立山」(資料映像)      本会

12月 8日   救急救命法講習会 (指導)       プラザエフ

1月 16日   ロープワーク講習会 (指導 。青年)       本会

2月 21～ 28日 日中韓学生交流登山2008(学生)       栂池

2月 23～ 24日 雪崩・雪上技術講習会 (指導。青年)      関温泉

(2)自然保護・山岳環境保全

4月 14日   春の大山一斉清掃 (山陰支部)

4月 ～11月  四国中央分水嶺踏査 (最終年・関西支部)

5月 20日   「よみがえれ支笏湖の森」植樹に参加 (北海道支部)

6月 17日   杉峠登山道整備 (石川支部)

6月 17日   「山のトイレを考えるフォーラムin福岡2007」 (福岡支部)

6月 20日   高山植物盗掘防止パトロール員を対象とした研修会(北海道支部)

6月 ～9月  高山植物盗掘防止パ トロール受託事業 (北海道支部)

7月 6日   森林保全巡視員講習会 (熊本支部)

7～ 8月   山岳レインジャー活動 (山梨支部)

9月 2日   富士山ごみ減量大作戦 (静岡支部)

9月 8～ 9日 第 4回山梨県富士山清掃活動 (山梨支部)

9月 ～11月  奥匹見登山道整備 (広島支部)

9月 ～11月  加越国境等登山道整備 (石川支部)

9月 29日   自然観察会 (於 :赤沢自然休養林 自然保護)

11月 10～ 11日 第11回森の勉強会 (東海支部・京都支部・関西支部)

11月 17～ 18日 自然保護全国集会 (於 :西湖 自然保護・山梨支部・静岡支部)

2月 2日   山岳環境講演会 (自 然保護)

通年    「高尾の森づくり」 (自 然保護)

″    「白神山地再生育林」(青森支部)

″    「猿投の森づくり」(東海支部)

″    「小津権現山」県民の森づくり受託事業 (岐阜支部)

″    「大山」横手道上ブナ林育成支援 (山陰支部)

″    森林保全巡視受託事業 (北九州支部・熊本支部)

″    「水源の森づくり」(宮崎支部)

″    環境省「吉野熊野国立公園西大台地区利用適正化計画検

討協議会」への参加 (関西支部・自然保護)
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山 757-2008・ 6020(第 二種郵便物認可)

銀行振込手数料

福利厚生費

事務所管理費

その他管理費

負担金

退職金

賃借料

雑費

1 流動資産

現金

振替貯金

普通預金

定期預金

未収会費

棚卸資産

流動資産合計

2 固定資産

収 支 計 算 書
平成19年4月 1日 から平成20年3月 31日 まで

(注)1電源開発(株 )「マッキンリー基金」助成金 ¥1,000,000

正昧財産増減計算書
平成19年4月 1日 から平成20年 3月 31日 まで

貸 借 対 照 表
平成20年3月 31日 現在

0

1,850,000

1,240,000

2,5∞ ,000

∞,000

0

3,240,000

600,000

70,445

1,268,313

741,835

-70,445

-232,048

111,790

738,294

29,920

-1,268,313

-270,000

-141,835

2 管理費

給料手当

文具消耗品費

印刷製本費

旅費交通費

通信運搬費

火災保険料

修繕費

租税公課

光熱水料費

電話料

会議費

什器備品費

振替手数料

13,000,000

100,000

1,250,000

800,000

800,000

180,000

100,000

650,000

650,000

320,000

50,000

100,000

750,000

13,619,780

110,870

1,047,065

368,820

592,779

184,∞ 0

0

738,352

10,113

-619,780

-10,870

202,935

431,180

207,221

-4,600

100,000

77,700

-田,352

-8,870

39,887

62,500

34,640

3 固定資産取得支出

什器備品購入支出

固定資産取得支出計

4 特定預金支出

長期計画積立金支出

秩父宮記念賞基金支出

海外登山基金支出

終身会費積立金支出

退職給与引当預金支出

特定預金支出計

1,000,000

800,000

118000000

-1,000,000

348,000

-652.000

2,000,000

452,000

2.452。 000

5 予備費

予備費 2.000.000 2.000。 000

76.620,000 75.232。 771 1.387.229

-2,188,000 11990。481 -4.178。481

当期支出合計(C)

当期収支差額 (A)一 (C)

次期繰越収支差額(B)一 (C) 7,065,283 11,243,764 -4,178,481

科   目 予算額 決算額 差 異

I 収入の部

1 基本財産運用収入

基本財産利息収入 2。000 19.598 -17.598

2 会費・入会金収入

入会金収入

復活入会金収入

通常会費収入

終身会費収入

会費・入会金収入計

3,000,000

0

60,000,000

800,000

63,8000000

2,080,000

100,000

60,340,000

348,000

62.868。 000

920,000

-100,000

-340,000

452,000

932.000

3 事業収入

広告料収入

刊行物売上収入

山研使用料収入

その他事業収入

事業収入計

1,600,000

300,000

2,500,000

2,500,000

6,900,000

1,486,000

621,540

1,961,865

1,846,475

5,915。 880

114,000

-321,540

538,135

653,525

984,120

4 補助金等収入

補助金収入 3,000,000 1,000,000 2,000,000 (注 )1

5 寄付金収入

寄付金収入

寄付金収入計

0

0

734,267

734,267

-734,267

-734,267

6 雑収入

受取利息

雑収入

雑収入計

30,000

700,000

730,000

414,453

1,202,741

1,617,194

-384,453

-502,741

-887,194

7 特定預金取崩収入 5,068,313 -5,068,313

当期収入合計 (A)

前期繰越収支差額

収 入 合 計 (B)

74,432,000

9,253,283

77,223,252

9,253,283

-2,791,252

83,685,283 86,476,535 -2,791,252

科   目 金   額

I 増加の部

1 資産増加額

当期収支差額

終身会費積立金

2 負債減少額

退職給与引当金

増加額合計

Ⅱ 減少の部

1 資産減少額

建  物

什器備品

発電装置

棚卸資産

長期計画準備金

退職給与引当預金

2 負債増加額

減少額合計

当期正味財産減少額

前期繰越正味財産額

期末正味財産合計額

1,990,481

348,000 2,338,481

1.268.313

3,606,794

85,029,268

1.268。 313

73,532,409

4,871,439

1,445,594

111,513

3,800,000

1,268,313 85,029,268

0

81,422,474

427,754,703

346,332,229

科   目 予算額 決算額 差 異 備考

Ⅱ 支出の部

1 事業費

出版費

図書管理費

調査研究費

指導費

支部関係費

海外諸関係費

海外登山補助費

山岳研究所事業費

山岳研究所運営費

ミニ水力発電

その他事業費

印刷 0製本費

刊行物発送費

事業費計

11,000,∞ 0

200,000

2,020,000

750,000

10,000,∞ 0

170,000

2,000,000

1,580,000

2,560,000

200,000

9,900,000

0

4,200,000

44,580,000

12,395,235

162,891

2,205,787

476,293

10,575,401

197,544

1,200,000

1,316,690

2,547,373

125,000

10,471,060

579,003

4,713,448

46,965,725

-1,395,235

37,109

-185,787

273,707

-575,401

-27,544

800,000

263,310

12,627

75,000

-571,060

-579,003

-513,448

-2.385,725

科   目

81,034

2,428,884

4,748,806

0

4,440,000

13,454,724
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科   目 前期末残高 当期末残高 備 考

現 金 預 金

未 収 会 費

合    計

未  払  金

前 受 会 費

仮  受  金

預  り 金

合    計

5,613,283

5,208,000

7,258,724

4,440,000

10,821,283 11,698,724

1,000,000

144,000

0

424,000

0

150,000

32,000

272,960

1,568,000 454,960

次期繰越収支差額 9,253,283 11,243,764

山 757-2008・ 6020(第 二種郵便物認可)

3.次期繰越収支差額の内容は、次のとおりである。

4. 固定資産の取得価格、減価償却累計額および当期末残高は、次のとおりである。

財 産 目 録
平成20年3月 31日 現在

基本財産

貸付信託

基本財産合計

その他の固定資産

土地

建物

敷金

什器備品

発電装置

長期計画準備金

秩父宮記念基金

終身会費積立金

海外登山基金

退職引当預金

その他の固定資産合計

固定資産合計

資産合計

Ⅱ 負債の部

1 流動負債

前受会費

預り金

仮受金

流動負債合計

2 固定負債

退職給与引当金

固定負債合計

負債合計

Ⅲ 正味財産の部

正味財産

(う ち基本金)

(うち当期正味財産減少額)

I 資産の部

1 流動資産

現金預金

現 金 現金手許有高

振替貯金 千代田四番町郵便局

普通預金 りそな銀行市ヶ谷支店
″    三菱東京UFI銀行市ヶ谷支店
″   中央三井信託銀行本店
″   みずほ銀行市ヶ谷支店
″   三井住友銀行飯田橋支店
″    三菱東京UFJ銀行新宿支店

通常貯金 千代田四番町郵便局

未収会費370名

棚卸資産 (注)1
流動資産合計

2 固定資産

(1)基本財産

貸付信託 中央三井信託銀行

基本財産合計

(2)その他の固定資産 (注)2
土  地

建  物

敷  金

什器備品

発電装置

長期計画準備金

(定期預金千代田四番町郵便局)

(定期預金三菱東京UFJ市ヶ谷)

秩父宮記念基金

(定期預金三菱東京UFJ新宿)

終身会費積立金

(普通預金みずほ市ヶ谷)

海外登山基金

(定期預金りそな市ヶ谷)

(定期預金三井住友飯田橋)

(定期預金みずほ市ヶ谷)

退職引当預金

(定期預金みずほ市ヶ谷)

その他固定資産合計

固定資産合計

資産合計

Ⅱ 負債の部

1。

(1)

(2)

(3)

(4)

計算書類に対する注記

重要な会計方針
有価証券の評価基準及び評価方法について

基本財産の貸付信託は、総平均法による原価基準を採用している。

固定資産の減価償却について

事務室 0集会室・図書室 :耐用年数50年・残価率10%の定額法に

よった。
過年度分 13,911,709円

当年度分 475,614円
104号室 :耐用年数23年・残価率10%の定額法によった。

過年度分 1,162,362円

当年度分 774,908円
上高地山岳研究所 :鉄筋コンクリート造部分耐用年数50年・残価

率10%、 木造部分耐用年数22年・残価率10%の定額法によった。

過年度分 53,393,962円

当年度分 3,813,854円
ミニ水力発電装置 :耐用年数20年 0残価率10%の定額法によった。

過年度分 1,273,841円

当年度分 171,753円
什器備品 :いずれも耐用年数を経過しているため、残価率10%の
各、とした

(但、取得後20年以上経過した木製書架、16mm映写機ほか5点、

取得価格合計3,640,300円 は除却)。

引当金の計上基準について

退職給与引当金は期末退職給与の要支給額の121%に相当する

額を計上している。

資金の範囲について

資金の範囲には、現金預金、未収会費、前受会費、預り金、仮受金

及び未払金を含めている。
なお、前期末及び当期末残高は、下記3に記載のとおりである。

基本財産の増減額及び残高は、次のとおりである。

8,000,000

74,953,705

90,914,056

288,450

136,793

2,371,156

26,246,305

15,200,000

21,622,000

93,600,000

3,423,307

328,755,772

150,000

272,960

32.000

3,423,307

454,960

3,878,267

346,332,229

(8,000,000)

(81,42,474)

350。 210。 496

科   目 取得価格 減価償却累計額 当期末残高

建    物

ミニ水力発電装置

什 器 備 品

164,446,465

3,816,750

5。008.232

73,532,409

1,445,594

4.871。 439

90,914,056

2,371,156

136,793

合 計 173.271。 447 79.849。 442 93.422,005

科   目 金   額

81,034

2,428,884

959,129

3,090,616

319,866

154,427

147,485

60,839

16,444

4,440,000

1,756,000

8,000,000

8,000,000

74,953,705

90,914,056

288,450

136,793

2,371,156

5,043,000

21,203,305

15,200,000

21,622,000

33,600,000

30,000,000

30,000,000

3,423,307

328,755,772

13,454,724

772
科   目 前期末残高 当期増加 当期減少 当期末残高

貸付信託

(中央三井信託銀行)

8,000,000 8,000,000

合計 (基本金) 8,000,000 8,000,000
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山 757-2008・ 6・ 20(第二種郵便物認可)

モンブラン

カンチェンジュンガ遠望
ユングフラウ

涸沢より北穂高

初夏の槍ヶ岳
カンチェンジュンガ

北穂高岳滝谷

或朝の槍ヶ岳

北穂高主峰

朝の槍ヶ岳
タンボチェの僧院
シェルパニの親子

冬の山 (清太山)

梓川秋色

早朝の上高地山岳研究所

旧上高地山岳研究所

焼岳秋趣

ナムチャバルワ峰暮色

白馬雪田

上高地秋景
マチャプチャレ

朝霧

白樺の林

麓春
ヒマラヤダージリンにて

タムセルク

安曇野の春
ヒマラヤの古都

アルバータ

ケルン

山

アルバータとピッケル

題名不詳 24枚
題名不詳 8枚
題名不詳 12枚
スケッチブック
ロンブクよリエベレスト

白馬残照

穂高連峰

安曇野と常念岳

尾瀬と隧ヶ岳

谷川岳
シダンゴ山 晩秋

檜洞丸山荘

世界の名山36峰ペン画集

エッチング
エッチング

油

水彩-6
油-10
パステル

油-25
油-25
油-25
油一P8

水彩-4
水彩-4
墨絵

油-12
版画-8
水彩-10
版画-8
油-10
日本画

油一F20

油-20
水彩-8
油-6
油―P50

油一F4

油-30
油-30
油-30
油-6
油-6
油-6
水彩

油-10
油-6
水彩
32冊

版画

版画

版画

版画

版画

版画

版画

版画

ンヽ

松本ア

本 会

本 会

本 会

松本アル

松本ア

松本ア

本 会

上高地山岳研究所

伯者国山岳美術館

伯者国山岳美術館

本 会

上高地山岳研究所

伯者国山岳美術館

本 会

松本アルプス山岳館

本 会

本 会

上高地山岳研究所

1 流動負債

前受会費平成20年度会費 13名分

預り金職員に対する源泉所得税その他

仮受金

流動負債合計

2 固定負債

退職給与引当金

固定負債合計

負債合計

150,000

272,960
山里

山里

中村

矢崎

足立

足立

足立

足立

清野

清野

近藤

後藤

松田

松田

鈴木

神原

丸山

後藤

武井

越智

茨木

倉員

上野

武井

後藤

藤江

寿男

寿男

清太郎

千代二

源一郎

源一郎

源一郎

源一郎

松本ア

(他の絵画 ,写真 省略)

2。 図 書

3.フ ィルム・ビデオ

社団法人 日本山岳会 平成19年度の収支計算書、正味財産増減計

算書貸借対照表、および財産目録を監査 し、正確妥当なことを認

めます。

社団法人 日 本 山 岳 会

深 川1 安 明

竹 中  彰

454,960

(注)1 棚卸資産内訳

(注)2 その他固定資産内訳

1.建物および土地

2.什器備品

財産目録記載外のその他物品リスト(主として受贈益)

1.絵 画

シ ュ 卜0ア トラス

△ム
△ム
△バ

本

本

本

△バ
△バ
〈ム
△バ

本

本

本

本

吉

　

　

　

　

　

郎

吉

男

男

男

俊

夫

霞

男

　

夫

之

雄

香

　

男

太

恒

恒

茂

三

敏

敏

正

忠

晩

三

清

英

猪

辰

春

清

三

幾

館物博岳

△ム
△ム
△ム
△バ
△〓
△バ
　
〓‐．田一△ム
△ム
△ム
△バ
△バ
△ム
〈バ

町

本

本

本

本

本

本

大

本

本

本

本

本

本

本

／
　
　
　
　
　
　
　
△
バ
士
口
士
口
士
口
士
口
　
‐‐″

ｃ

朗

吉

岳

之

之

之

之

べ

俊

望

望

望

望

俊

俊

声

義

広

山

猪

猪

猪

猪

マ

正

真

真

真

真

正

正

れ

光

沼

ナ

木

木

木

木

。
木

暮

暮

暮

暮

木

本

レ

金

辰

力

茨

茨

茨

茨

Ｈ

鈴

小

小

小

小

鈴

鈴

事

事

監

監

白馬岳

富士山麓

田代池の自樺

群猿

伊豆半島

針の木峠より

徳本峠から穂高連峰

初冬の両神山

鳥 (カ ット原画)

メール ドグラス

リトク
゛
ラフ

油一A50

油=A25
油変形-6
墨絵

油-10
油-10
墨絵

油-10
墨絵
エッチング

シュラギントワイト兄弟

中村 清太郎

茨木 猪之吉

中村 清太郎

石井 鶴三

茨木 猪之吉

茨木 猪之吉

石田 吟松

茨木 猪之吉

石井 鶴三

本 会

大町山岳博物館

河口湖町立美術館

本 会

本 会

松本アルプス山岳館

本 会

松本アルプス山岳館

本 会
△ム
△ム

本

本

3,423,307

種   類 摘   要 金  額

刊 行 物

服飾品,そ の他

「山岳」総索引,「山岳」覆刻版 等

等クラブタイ。ワッペン

711,320

1,0449680

合   計 1,756,000

A.事務所および土地 (S53■ 24及びH17.10。30取得)

場所 東京都千代田区四番町5番4号

構造 鉄筋コンクリート造、陸屋根、地下1階付5階建

(事務所)区分所有建物1階部分103.32r(専 有部分)

宅地持分1,124.56ポ ×339/10,000

=38.122584rゴ

(図書室)区分所有建物1階部分55。22ぽ (専有部分)

宅地持分1,124.56ぽ ×176/10,000
〓19。 79225611ピ

(104号室)区分所有建物1階部分80.36m2(専有部分)

宅地持分1,124.56ぽ ×261/10,000

=29.3510161:ピ

計238.9ぽ 宅地持分87.265856ぽ

(取得価格)

土 地

74,953,705

建物
46,446,465

(当期末残高)

105,075,577

B。 上高地山岳研究所 (H5.8.21取 得)

場所 長野県松本市安曇4469番 地1

構造 木造2階建地下1階 (一部コンクリー ト造)

1棟 274.09ぽ

(取得価格 )

118,000,000

(当期末残高)

60,792,184

C。 ミニ水力発電装置 (Hll.11.30取 得)

場所 長野県松本市安曇 4469番地 1

(上高地山岳研究所)

構造 lkw発電用

(取得価格 )

3,816,750

(当期末残高)

2,371,156

合 計 168,238,917

圭
日
圭
日

和

洋

平成19年度受入冊数

平成19年度受入冊数

蔵書計 11,500冊

蔵書計  3,816冊

106冊

19冊

名 取得年月日 取得価格 当期末残高

シャープ液晶ビジョンー式 (事務所)

ナショナル冷凍冷蔵庫NRЮ 41V]陀‐H(山研)

ナショナル29インチテレビ¶辟29VS35(山 研)

ナショナルBS付ビデオ IIIBS50S(山研)

II102.07.19

05.03.20

05.03.20

05.03.20

587,932

250,000

280,000

250。 000

58,793

25,000

28,000

25_000

討 1_367_932 1■679R

フィルム

ビデオ

DVD
280メヨ、

15点

5点

「マナスルに立つ」 他
「映像史 ヒマラヤヘの道」 他
「工ベレスト征服」 他

題   名 種類・号数 作 者 名 掲載・保管場所

平成20年 4月 15日

=7



1.収支決算書

(注)1 施設費用のうち 13,780,000円 は、一般会計に繰入れた。

創立 100周年記念事業 収支

山 757-200806020(第二種郵便物認可)

平成20年 3月末現在
平成15年 4月 ～平成20年 3月 31日

平成20年 3月 末現在

科 金   額 (円 ) 科   目 金   額 (円 )

登山隊助成金
ブロック別式典補助
支部記念事業補助
記念フォーラム

記念式典補助
森づくり補助
GPS及びTOPO仕入代金
記念品代金 (カ シオ時計)

式典費用
施設費用 (注)1
旅費交通費
資料購入代
事務用品費
通信運搬費
会議費
印刷費
郵便振替手数料
募金免税手数料
雑費
次月へ繰越

10,100,000

2,000,000

2,711,000

1,842,161

680,000

3,277,386

4,342,884

12,496,680

17,103,184

13,916,500

3,295,841

690,497

671,442

3,208,021

136,310

22,780,885

577,210

1,485,550

4,308,804

372,108

百周年募金
寄付金
企画 0協賛収入

仕入代金戻し金
(GPS//TOPO)
(カ シオ時計)

晩餐会会費収入

刊行物売上収入
広告料収入
受取利息

66,761,229

883,000

4,200,000

3,272,360

14,616,000

13,800,000

1,641,290

808,500

14,084

合   言 105,996,463 谷 計 10馬 _996_463

科 額 (円 )金金   額 (円 )

普通預金 (三菱東京UFJ)

(三井住友)

(みずほ)

郵便振替口座
現 金
仮払金 次月へ繰越

預り金
仮受金

372。108
372.108 谷 37Z。 108

最新版の 日本山岳会会員名簿
10月 発行 のお知 らせ とお願い

当会の会員名簿2008年版を、10月 中に発行すべく作

業中です。

名簿には従来どおり会員番号、入会年月、住所、電

話番号、所属支部を掲載いたします。お名前の文字や

住所、電話番号などにつき、2003年版の名簿や、会報

等が郵送される宛名をチェックのうえ、間違いや変更
がありましたら7月 15日 までに当会事務局までご連絡

ください。
登録、記載された情報については適正な取り扱いを

期し、情報の不正な流出、転用を避けるため十分配慮
したいと存じます。         (総 務委員会)

だnL。 株式会社ウェック・トレック
国土交通大臣登録旅行業1662号 /日本旅行業協会正会員

〒10卜∞03東京都港区西新橋3-24-8山内ビル4階

電:言舌 03-3437-8848E一 MAL i所 o@eveκ ico」p

目置1山 の本から汲みとる日本の山の四季の魅力 !

大森久雄 著/四六判/2,100円

日本の山は季節の彩 りが豊か。そうした豊かな山の

世界を描 く「山の本」からその一文を選 りだし、著

者の軽妙洒脱な語 り日と写真で、新 しい山の姿を伝

える。季節の山と山の本を「歳時記」で結んだ書。

山の本 歳時記

日置|「山とスキー用具の店」80年 ものがたり完結 !!

好日山荘往来(下)

大賀壽二 著/四六判/348頁 /2,940円

日本山岳会の大先輩で、アウトドア業界の大先達で

ある大賀さんが、西岡一雄氏から引継いで半世紀、

東西岳人との交流、用具の発展などを語る。

● 好評発売中「好日出荘往来」(上)307頁 /2,625円

二窯栞蹂諄1左
京区ナカニシヤ出版 思:;::;:::::::

http:〃www.nakanishiya.co.jp/ 〔表示価格は税込〕

目
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山 757-200806020(第二種郵便物認可)

４
月
１９
～
２０
日
の
２
日
間
、
東
京
体

育
館
で
、
本
年
度
自
然
保
護
全
国
集
会

を
開
催
。
１
日
日
は

「山
の
環
境
問
題

に
対
す
る
意
識
調
査
」
の
発
表
と
討
議
、

２
日
日
は

「
い
ま
、
高
山
植
物
が
危
な

い
―

高
山
帯
の
シ
カ
の
食
害
に
つ
い

て
考
え
る
」
と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が

一
般
公
開
さ
れ
た
。

初
日
の
テ
ー
マ
、
先
に
Ｊ
Ａ
Ｃ
全
会

員
を
対
象
に
実
施
し
た

「山
の
環
境
問

題
に
関
す
る
意
識
調
査
」
に
は
１
９
１

２
名
か
ら
回
答
が
あ
り
、
こ
れ
を
も
と

に
報
告
と
討
議
を
行
な
っ
た
。
調
査
用春に開催された自然保護全国集会

０８
年
度
自
然
保
護
全
国
集
会
、
東
京
で
開
催

自
然
保
護
委
員
会

紙
の
回
収
が
終
わ
っ
た
の
が
３
月
中
旬
。

そ
れ
か
ら
デ
ー
タ
入
力
、
分
類
、
集
計

等
の
作
業
を
経
て
の
取
り
ま
と
め
で
あ

り
、
当
日
は
速
報
的
な
報
告
に
終
わ
っ

た
。
今
後
、
さ
ら
に
整
理
し
会
報

『山
』

や

『木
の
目
草
の
芽
』
紙
上
に
公
表
す

る
こ
と
に
な
る
。
本
調
査
は
、
日
本
の

山
岳
環
境
の
現
状
や
問
題
点
、
登
山
者

の
環
境
意
識
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る

貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
内
部
資
料
だ
け

に
と
ど
め
て
お
く
の
で
は
な
く
、
で
き

る
だ
け
早
い
時
期
に
外
部
に
も
発
信
で

き
る
形
の
報
告
書
に
ま
と
め
て
い
き
た

な
お
当
日
、
石
川
支
部
か
ら
緊
急
報

告
と
し
て
予
算
の
削
減
と
事
故
責
任
回

避
の
た
め
、
行
政
が
登
山
道
管
理
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
委
ね
よ
う
と
し
て
い
る

実
態
が
提
起
さ
れ
、
論
議
を
呼
ん
だ
。

２
日
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
冒
頭

会
長
か
ら

「昨
年
の
西
湖
の
集
会
で
高

山
帯
の
シ
カ
の
食
害
が
今
や
放
置
し
て

お
け
な
い
状
態
だ
と
い
う
声
が
出
さ
れ

た
こ
と
が
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
が
単
独

で
取
り
組
め
る
問
題
で
は
な
い
が
、
こ

れ
を
契
機
に
山
岳
諸
団
体
が
手
を
結
ぶ

こ
と
が
で
き
れ
ば
素
晴
ら
し
い
」
と
の

挨
拶
が
あ
っ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
最
初
に
富
澤
委
員
長

か
ら
、
前
述
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
緊
急
調

査
項
目
と
し
て
追
加
さ
れ
た

「シ
カ
の

目
撃
情
報
」
の
発
表
が
あ
り
、
続
い
て

中
部
森
林
管
理
局
の
元
島
清
人
氏
か
ら

「南
ア
ル
プ
ス
高
山
帯
の
食
害
調
査
結

果
」
の
発
表
、
そ
し
て
菊
地
俊
朗

（山

岳
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・信
濃
支
部
）
、
塩

沢
久
仙

（南
ア
ル
プ
ス
芦
安
山
岳
館
館

長
）
、
西
條
好
迪

（岐
阜
大
学
准
教
授
・

岐
阜
支
部
）
三
氏
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
続
い
て
、
最
近
の
高

山
帯
の
シ
カ
の
食
害
が
浮
き
彫
り
に
さ

れ
た
。
問
題
は
、
私
た
ち
に
何
が
で
き

る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
Ｊ
Ａ
Ｃ

単
独
で
対
応
で
き
る
問
題
で
は
な
い
の

で
、
こ
れ
を
機
に
山
岳
各
団
体
が
手
を

結
ん
で
対
処
で
き
れ
ば
、
大
き
な
力
に

な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

山
岳
環
境
の
問
題
は
、
山
と
い
う
共

通
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
楽
し
む
登
山
者
や
、

関
係
者
の
共
通
の
課
題
で
あ
る
。
私
た

ち
の
活
動
も
内
部
に
閉
じ
こ
も
ら
な
い

で
、
積
極
的
に
、
外
部
に
対
し
て
発
信

す
る
こ
と
、
外
部
と
手
を
結
ぶ
こ
と
を

考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
こ
そ
、
大
き
な
成
果
が
期
待

で
き
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

シ
カ
の
食
害
問
題
の
今
回
の
取
り
組
み

に
対
し
て
、
財
団
法
人
自
然
保
護
助
成

基
金
か
ら
多
大
な
助
成
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で

あ
る
。
参
加
者
１
２
６
名
で
あ
っ
た
。

（山
川
陽

一
）

＊シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
、
自
然
保
護

委
員
会
が
計
画
し
た
支
援
バ
ス
ツ
ア
ー

（フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ

「ぐ
ん
ま
の

春
」
）
に
出
発
。

さ
て
、
日
光
へ
抜
け
ら
れ
れ
ば
い
い

が
こ
の
時
期
は
ま
だ
通
行
止
め
。
そ
れ

な
ら
い
っ
そ

「群
馬
県
」
を
テ
ー
マ
に
　
９

し
よ
う
と
、
３
月
末
か
ら
４
月
に
か
け
　
壼

て
富
岡
製
糸
場
、
榛
名
山
、
伊
香
保
を

見
て
回
っ
た
。
ス
タ
デ
ィ
を
名
乗
る
か

ら
に
は
と
、
群
馬
県
庁
や
尾
瀬
財
団
を

訪
ね
て
シ
カ
問
題
の
間
き
取
り
も
し
た
。

今
回
は
バ
ス
の
コ
ー
ス
も
、
夕
食
の

メ
ニ
ュ
ー
も
、
夜
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
出

演
者
ま
で
、
と
こ
と
ん

「ぐ
ん
ま
」
に

こ
だ
わ
っ
た
企
画
と
な
っ
た
。
上
信
越

の
山
々
を
眺
め
、
桜
を
追
い
か
け
、
戸

倉
で
は
静
か
な
樹
林
の
道
を
散
策
し
て

春
の
息
吹
を
満
喫
し
た
。
参
加
者
４１
名
、

和
気
調
々
の
旅
と
な
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ

が
役
割
を
果
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に

感
謝
し
て
い
る
。
　

　

　

（近
藤

緑
）
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山 757-200806020(第二種郵便物認可)

『百
年
史
』
を
飾
っ
た
ウ
ェ
ス
ト
ン
氏

講
演
会
―
―
そ
の
入
場
券
の
顛
末

佐
々
木
民
秀

本
会
１
０
０
周
年
記
念
事
業
の

一
つ

と
し
て
発
刊
さ
れ
た

『日
本
山
岳
会
百

年
史

（本
編
）』
（以
下

『百
年
史
』
と

記
載
）
の
口
絵
に
、
カ
ラ
ー
写
真
で
紹

介
さ
れ
て
い
る
明
治
４５
年
３
月
９
日

・

帝
国
教
育
委
員
会
々
場
で
開
催
さ
れ
た

日
本
山
岳
会
主
催
に
よ
る

「ウ
ェ
ス
ト

ン
氏
日
本
ア
ル
プ
ス
登
山
講
演
会
」
の

入
場
券
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
絵

柄
を
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
当
時
の

郵
便
ハ
ガ
キ

（写
真
）
が
、　
一
昨
年
の

秋
、
私
の
手
元
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
気
づ
い
た
。
差
出
人
は
、
大
阪
市
西

区
に
店
舗
を
構
え
る
石
川
商
会
で
、
こ

の
入
場
券
を
所
持
し
て
い
た
宮
城
県
若

柳
町
在
住
の
佐
藤
武
雄
氏
に
宛
て
た
も

の
で
、
そ
の
消
印
は
大
正
７
年
８
月
８

日
と
な
っ
て
い
る
。

ハ
ガ
キ
に
描
か
れ
て
い
る
絵
柄
は
、

外
人
風
の
横
顔
や
そ
の
帽
子
と
い
い
、

背
景
の
残
雪
を
抱
く
山
な
み
も
併
せ
、

正
に
入
場
券
の
そ
の
絵
柄
と
ピ

ッ
タ
リ

と
当
て
は
ま
っ
て
お
り
、
色
彩
も
ほ
ぼ

同
調
で
、
な
に
よ
り
も
全
身
を
覆

っ
て

い
る
登
山
装
備

ｏ
用
具
が
リ
ア
ル
に
描

か
れ
て
い
る
の
が
面
白
い
。

佐
藤
武
雄
氏
は

『百
年
史
』
で
は
成

沢
武
雄

（在
学
中
は
成
沢
姓
）
と
し
て

紹
介
さ
れ
て
お
り
、
慶
応
義
塾
卒
業
後

は
郷
里
の
若
柳
町
に
戻

っ
て
家
業
の
佐

藤
清
助
商
店
を
継
承
さ
れ
、
名
前
も
佐

藤
清
助
と
襲
名
さ
れ
て
い
る
。
氏
の
帰

郷
後
の
山
登
り
に
つ
い
て
は
、
姻
戚
に

当
た
る
方
に
聞
い
て
み
た
が
、
そ
の
気

配
は
特
に
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、

東
京
に
お
い
て
鉛
筆
業
界
で
業
績
を
伸

ば
し
、
当
時
の
日
本
ホ
ッ
ケ
ー
界
を
育

成
す
る
な
ど
、
後
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ

リ
ン
ピ

ッ
ク
に
役
員
と
し
て
出
場
し
て

い
る
。

さ
て

『百
年
史
』
の
回
絵
に
飾
ら
れ

た
入
場
券
と
い
い
、
年
会
費
請
求
書
や
、

第
４
、
５
回
大
会
の
案
内
状
、
そ
し
て

紹
介
の
ハ
ガ
キ
な
ど
、
い
っ
た
い
ウ
ェ

ス
ト
ン
氏
と
何
ら
縁
の
な
い
秋
田
の
地

で
な
ぜ
に
発
見
さ
れ
た
の
か
…
…
、
そ

の
経
緯
を
こ
こ
に
説
明
し
て
お
く
必
要

が
あ
ろ
う
。

今
か
ら
２０
年
程
前
の
こ
と
で
あ
ろ
う

か
。
当
時
、
す
で
に
全
国
的
に
エ
ン
タ

イ
ア

・
ブ
ー
ム
が
巻
き
起
こ
っ
て
お
り
、

そ
の
最
中
、
秋
田
市
内
の
某
古
物
商
か

ら
入
手
し
た
多
量
の
郵
便
物
の
中
に
入

っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
エ
ン
タ
イ
ア

と
は
郵
便
局
員
に
よ
っ
て
集
配
達
さ
れ

た
ハ
ガ
キ
や
封
書
類
の
こ
と
で
、
実
際

に
使
用
さ
れ
た
実
逓
便
の
こ
と
を
指
し
、

正
式
名
は
カ
バ
ー
と
い
う
。
そ
の
消
印

と
使
用
さ
れ
た
切
手
な
ど
と
組
み
合
わ

せ
、
種
々
雑
多
の
さ
ま
ざ
ま
な
捺
印
と

併
せ
、
無
限
に
近
い
バ
ラ
エ
テ
ィ
を
追

求
し
、
そ
の
研
鑽
と
収
集
を
楽
し
む
も

の
で
あ
る
。

当
時
、
友
人
の
伊
藤
健

一
氏
と
で
、

佐
藤
商
店
の
エ
ン
タ
イ
ア
を
大
方
買
い
　
ｏ

込
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
が
、
た
ま
た
ま
　
■

伊
藤
氏
の
方
に

『百
年
史
』
に
紹
介
さ

れ
た
２
通
の
書
簡
の
う
ち
の
１
通
に
、

そ
の
入
場
券
が
入
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
を
秋
田
支
部
会
員
の
伊
藤
康
二
氏

が
、
兄
で
あ
る
健

一
氏
か
ら
譲
り
受
け
、

後
に
百
年
史
委
員
会
に
寄
託
し
た
も
の

で
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
氏
講
演
会
の
入
場
券

の
み
は
２
枚
同
封
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
発
見
に
つ
い
て
は
、
当
時
、
本

会
の
南
川
金

一
氏
に
お
話
し
、
写
し
を

送

っ
た
と
こ
ろ
、
本
会
と
し
て
は
大
変

貴
重
な
第

一
級
の
資
料
で
あ
り

『百
年

史
』
の
準
備
事
業
を
始
め
た
段
階
で
も

あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
そ
れ
ま
で
公
表
し
な

‐
　

西
北

　

Ｄ

ヽ
い
ｒ
　
ｌ

ｌ
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
１

１

　
【
ヽ
』

‐
　

東

南

　

‐
会員の皆様のご意見、エッセイ、

俳旬、短歌、詩などを掲載する

ベージです。どしどしご投稿く

ださい。 (紙面に限りがありま

すので、 1点 につき1000字程

度でお願いします)

苺
山

絞
行

に
は
何

よ
う

戸
ツ
タ
サ

ツ
ク
（
登

‥―‥
音
嚢

）
一り
用
意

が
第

一

つ
ｒ
　
一聾
た
一
■
二
」ヽ
ヤ
革
者ヽ
ｔ
一

妙

，
一成
に
，一鶴
町
一
領
一
一̈
一
一鍛
一一〓
ム
瀑
｝
一
一一
羹

班

ア

ル

プ

・
鑑

葬

霙

卜
登

■
１

，
Ｉ

彗

無

領
　
、勁
ぶ
お
餐
一
　
″
う
ま
ｔ
ｔ
■
■
寺
■
■
革
髯
●
講

く
′ヽスト
ル静
彎
嚢
い一畿
一童
一一一一毅
義
勢

會 綺 川 石

喜響 ち群 震塁趙
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い
よ
う
に
と
頼
ま
れ

『百
年
史
』
発
刊

ま
で
封
印
し
て
い
た
次
第
で
あ
る
。

一
昨
年
、
伊
藤
健

一
氏
の
分
も
含
め
、

佐
藤
商
店
の
エ
ン
タ
イ
ア
を
再
度
調
べ

て
み
た
が
、
山
岳
関
係
の
書
簡
は
見
当

た
ら
ず
、
た
だ
紹
介
の
ハ
ガ
キ
ー
枚
と
、

他
に
、
大
正
９
年
８
月
７
日
に
、
富
士

山
頂
局
か
ら
本
人
に
差
し
出
さ
れ
た
中

山
太
陽
堂
主
催

・
ク
ラ
ブ
富
士
山
登
山

会
発
行
の
絵
ハ
ガ
キ
に
同
ク
ラ
ブ
の
記

念
印
と
登
頂
記
念
印
が
捺
印
さ
れ
た
も

の
、
そ
れ
に
学
生
時
代
の
明
治
４３
年
７

月
２９
日
に
、
富
士
山
項
局
か
ら
父
母
に

あ
て
た
も
の
の
み
で
あ
っ
た
。

な
お
、
関
連
記
事
と
し
て
は
会
報

『山
』
第
５
９
８
号
を
参
照
願
い
た
い
。

海
外
遠
征
「
―
小
笠
原
の
旅

川

善
市

「海
外
遠
征
」
と
い
っ
て
も
パ
ス
ポ
ー

ト
不
要
の

「島
の
山
巡
り
」
の
こ
と
。

過
去
、
会
報

『山
』
６
１
５
号
に
柳
下

練
生
会
員
、
６
３
７
号
に
故

・
中
村
太

郎
会
員
、
６
６
５
号
に
吉
村
健
児
会
員

が
そ
れ
ぞ
れ
寄
稿
し
て
い
る
。

１
９
９
２

（平
成
４
）
年
に
三
宅
島

を
振
り
出
し
に
伊
豆
諸
島
や
佐
渡
島
、

隠
岐
ノ
島
な
ど
２
０
０
０

（平
成
１２
）

年
の
佐
渡
大
島

（第
９
回
）
ま
で
年
に

１
回
ペ
ー
ス
で
続
け
て
き
た
。
し
か
し
、

常
連
の
他
界
な
ど
も
あ
り
開
催
が
途
絶

え
て
し
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
た
び
、
吉

村
会
員
の
提
唱
も
あ
り
、
第
１０
回
と
し

て

「小
笠
原
の
旅
」
を
催
し
た
。
以
下

は
、
そ
の
レ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。

４
月
７
日
、
参
加
者
１４
名
は
、
竹
芝

桟
橋
よ
り
定
期
船

「お
が
さ
わ
ら
丸
」

に
乗
船
、
父
島
を
目
指
し
た
。
浦
賀
水

道
を
出
た
辺
り
か
ら
揺
れ
が
激
し
く
な

り
、　
一
晩
中
大
時
化
に
悩
ま
さ
れ
る
。

翌
朝
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
で
、
関
東

一

帯
が
春
の
嵐
に
見
舞
わ
れ
、
交
通
障
害

や
住
宅
被
害
な
ど
が
出
て
い
る
こ
と
を

知
る
。
わ
れ
わ
れ

一
行
も
手
荒
い
仕
打

ち
を
受
け
、
所
要
２５
時
間
３０
分
で
あ
る

航
路
は
２８
時
間
を
要
し
、
難
儀
を
強
い

ら
れ
る
。

９
日
、
快
晴
。
好
天
に
あ
や
か
り
離

れ
島
の

「南
島
」
へ
探
索
に
出
か
け
る
。

こ
の
島
は
、
父
島
の
南
部
に
あ
り
自
然

保
護
の
た
め
ガ
イ
ド
同
伴
で
１
グ
ル
ー

プ
３０
名
ま
で
、
１
日
に
１
０
０
名
ま
で

と
い
う
条
件
付
き
で
上
陸
が
許
可
さ
れ

て
い
る
。
指
定
ル
ー
ト
以
外
の
歩
行
は

許
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
許
可
時
間
以
外

は
立
入
禁
止
措
置
が
と
ら
れ
、
手
厚
く

保
護
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
午
後
は
、

島
で
唯

一
の
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員

・
延
島
冬
生

氏
の
案
内
で
、
島
内
見
物
を
兼
ね
て
第

２
の
目
的

「中
央
山

（３
１
６
鮮
）」
へ
。

こ
の
山
は
頂
上
直
下
ま
で
車
道
が
つ
い

て
お
り
、

１０
分
程
で
着
い
て
し
ま
っ
た
。

戦
時
中
の
砲
台
ら
し
き
残
骸
が
あ
っ
た
。

１０
日
、
晴
れ
。
２
時
間
半
の
快
適
な

船
旅
を
楽
し
み

「母
島
」
に
渡
る
。
宿

で
用
意
し
て
く
れ
た
弁
当
持
参
で

「乳

房
山

（４
６
３
屑
）
へ
。
事
前
に
母
島

観
光
協
会
に
立
ち
寄
り
、
乳
房
山
山
項

記
念
証
発
行
手
続
き
を
済
ま
す
。
こ
の

証
明
発
行
に
は
、
山
項
に
あ
る
山
名
標

高
プ
レ
ー
ト
の
拓
本
を
添
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
れ
は
グ
ッ
ド
ア
イ
デ
ィ

ア
と
思
う
。
「乳
房
山
」
へ
は
亜
熱
帯
植

物
林
の
中
の
整
備
さ
れ
た
登
山
道
を
行

く
。　
一
行
は
、
「再
訪
の
厳
し
い
山
」
を

ゆ
っ
く
り
４
時
間
か
け
て
時
計
回
り
で

一
周
し
小
笠
原
の
最
高
峰
を
堪
能
し
た
。

ｎ
日
の
帰
京
日
は
曇
り
。
母
島
か
ら

父
島
へ
向
か
う
途
中
、
右
前
方
に
鯨
の

ジ
ャ
ン
プ
す
る
姿
を
発
見
―
　
最
後
の

最
後
に
想
定
外
の
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
に
遭
遇
。
こ
れ
は
往
路
の
「難
儀
」

を
帳
消
し
に
す
る
も
の
だ
っ
た
。

小
笠
原
は
、
今
年
返
還
４０
周
年
を
迎

え
た
。
年
内
は
各
種
記
念
行
事
が
催
さ

れ
る
と
い
う
。
並
日段
は
静
か
な
山
や
海

も
、
今
年
は
賑
わ
う
の
だ
ろ
う
か
。
海

の
青
さ
と
見
送
り
の
光
景
が
、
今
で
も

強
烈
に
脳
裏
に
焼
き
つ
い
て
忘
れ
ら
れ

な
い
。

父島・中央山項上にて
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舌
ヽ

ヽ

，
７

・「
川

〓
里

日
本
登
山
医
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

０８
年
度
日
本
登
山
医
学
会
学
術
集

会

・
第
２８
回
日
本
登
山
医
学
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
、
５
月
３１
日
、
６
月
１
日
の
２

日
間
に
わ
た
り
、
富
山
県
の
宇
奈
月
温

泉
に
あ
る
国
際
会
館
セ
レ
ネ
で
開
催
さ

れ
た
。

黒
部
市
民
病
院
の
高
櫻
英
輔
会
長
に

よ
る
講
演
は

「高
所
環
境
に
お
け
る
肥

満
治
療
の
研
究
　
山
は
メ
タ
ボ
に
有
効

か
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
立
山
や
富

士
山
な
ど
で
行
な
っ
て
き
た
研
究
を
総

括
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
①
の
テ
ー
マ
は
高
所

環
境
の
有
効
利
用
で
、
鹿
屋
体
育
大
学

ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
長
ｏ教
授
の
山
本
正
嘉
氏
の
「登

山
は
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
の
最
高
峰
」
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
②
の
テ
ー
マ
は
マ
ウ
ン
テ
ン

メ
デ
ィ
カ
ル
レ
ス
キ
ュ
ー
で

「北
ア
ル

プ
ス
に
お
け
る
山
岳
遭
難
救
助
」
や
「立

生
ロ

山

・
剣
岳
診
療
５０
年
を
振
り
返

っ
て
」

と
い
っ
た
遭
難
、
救
助
の
実
態
や
金
沢

大
学
医
学
部
が
中
心
に
展
開
し
て
き
た

山
の
診
療
所
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
が

報
告
さ
れ
た
。
阿
曽
原
温
泉
小
屋
の

佐
々
木
泉
氏
に
よ
る
昨
年
の
救
助
活
動

を
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
風
に
報
告
に
し

た
特
別
講
演
に
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
た
。
ま
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
②
の

な
か
で
、
昨
年
、
欧
米
の
レ
ス
キ
ユ
ー

事
情
を
実
際
に
現
地
で
取
材
し
て
き
た

関
西
学
院
大
学
、
青
山
千
彰
氏
の

「欧

米
に
お
け
る
山
岳
レ
ス
キ
ュ
ー
事
情
に

つ
い
て
」
の
報
告
が
あ
り
、
レ
ス
キ
ユ

ー
シ
ス
テ
ム
、
レ
ス
キ
ュ
ー
技
術
、
登

山
医
学
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
欧
米
よ

り

一
歩
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
わ
が
国
が

今
後
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
示
さ
れ
た
。

特
別
講
演
と
し
て
天
使
大
学
看
護
栄

養
学
研
究
科
教
授
の
斎
藤
昌
之
氏
に
よ

り

「寒
冷
環
境
へ
の
応
答
と
適
応
―

‐

褐
色
脂
肪
の
役
割
」
、奨
励
賞
受
賞
講
演

と
し
て
信
州
大
学
内
科
学
第

一
講
座
の

Ｅ
Ｒ

吉
芋

日本山岳会の

各委員会、同好会の

活動報告です

ユ
ン
デ
ン
チ
ョ
マ
氏
よ
り

「シ
ェ
ル
パ

族
の
高
地
適
応
に
お
け
る
内
皮
型

一
酸

化
窒
素
合
成
酵
素
遺
伝
子
の
関
与
」
が

報
告
さ
れ
、　
一
般
演
題
も
３０
題
余
の
発

表
が
あ
り
、
熱
心
な
討
論
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。

な
お
、
第
Ｈ
回
日
本
登
山
医
学
会
功

労
賞
が
登
山
医
学
研
究
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
た
功
績
に
よ
り
日
大
医
学
部
の
川

久
保
芳
彦
氏
に
授
与
さ
れ
た
。

次
回
は
０９
年
５
月
３０
日
、

３１
日
に
榊

原
記
念
病
院
の
高
山
守
正
氏
を
会
長
と

し
て
東
京
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ

ー
品
川
に
て
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

（塩
田
純

一
）

旧
版
地
形
図
の
整
理

日
本
山
岳
会
所
蔵
の
旧
版
地
形
図
に

つ
い
て
は
、
会
報

『山
』
５
５
３
号
か

ら
５
５
６
号
に
３
回
に
わ
た
り
児
玉
茂

氏
が
解
説
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
ど
山
岳

地
理
ク
ラ
ブ
が
図
書
管
理
委
員
会
の
委

託
で
そ
れ
ら
の
地
図
の
再
確
認
を
行
な

い
、
す
べ
て
の
図
幅
を
リ
ス
ト
化
し
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
活
用
で
き
る
よ

う
に
し
た
。

所
蔵
す
る
地
図
に
つ
い
て
の
解
説
は

前
記
に
詳
し
い
の
で
省
略
す
る
が
、
現

状
は
限
ら
れ
た
マ
ッ
プ
ケ
ー
ス
に
漠
然

と
収
め
ら
れ
て
い
る
だ
け
な
の
で
探
し

出
す
の
に
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ

ら
約
３
０
０
０
点
の
地
図
を
縮
尺
別
に

図
名
、
よ
み
、
測
量
年
、
発
行
年
、
価

格
、
種
別
、
分
類
番
号
を
記
し
、
保
管

場
所
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
り
活
用

し
や
す
く
す
る
事
が
目
的
で
あ
る
。

旧
版
地
形
図
は
、
主
に
近
代
測
量
の

始
ま
っ
た
明
治
期
に
発
行
さ
れ
た
、
陸

軍
参
謀
本
部
陸
地
測
量
部
、
農
商
務
省

地
質
調
査
所
に
よ
る
も
の
ば
か
り
。
こ

れ
ら
の
貴
重
な
地
図
が
ど
の
よ
う
な
経

路
で
日
本
山
岳
会
に
収
ま
っ
た
の
か
、

資
料
が
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
。
図
書

管
理
委
員
会
の
松
田
雄

一
氏
は
、
地
図

の
寄
贈
者
は
高
木
菊
二
郎

（１
８
８
８

～
１
９
６
７
年
）
か
、
そ
の
家
族
で
は

な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
高
木
菊
三

郎
は
陸
軍
参
謀
本
部
に
在
籍
し
て
い
た

日
本
山
岳
会
会
員
（会
員
番
号
１
６
２
、

明
治
４１
年
入
会

・
名
誉
会
員
）
で
、
北

ア
ル
プ
ス
の
地
図
を
作

っ
た
こ
と
で
知

ら
れ
て
い
る
。
著
書
に

『日
本
地
図
測

量
小
史
』
な
ど
が
あ
り
、
『山
岳
』
五
八
年

に
も
寄
稿
さ
れ
て
い
る
。
所
蔵
す
る
地

図
の
中
に
は
、
参
謀
本
部
に
近
い
関
係

者
で
な
い
と
入
手
し
づ
ら
い
も
の
も
含

ま
れ
て
い
る
の
で
そ
の
可
能
性
が
高
い
。

地
図
は
、
陸
地
測
量
部
発
行
の

一
万
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分

一
仮
製
図

（東
京
近
傍
）
が
発
行
さ

れ
た
１９
枚
す
べ
て
。
二
万
分

一
迅
速
図
・

正
式
図
１
３
７
７
枚
、
二
万
五
千
分

一

仮
製
版
１
０
７
枚
、
五
万
分

一
地
形
図

１
１
６
０
枚
、
二
十
万
分

一
帝
国
図
（ケ

バ
図
）
２
８
３
枚
　
百
万
分

一
東
亜
典

地
図
１
０
３
枚
、
農
商
務
省
地
質
調
査

所
二
十
万
分

一
地
形
図

・
地
質
図

（英

文
含
む
）
１
４
３
枚
ほ
か
合
計
３
１
９

２
枚
で
あ
る
。
中
に
は
五
万
図
の
３
色

刷
り
の
も
の
や
、
薄
い
耐
水
性
の
も
の

な
ど
珍
し
い
も
の
も
多
数
含
ま
れ
て
お

り
、
い
ず
れ
も
折
り
目
の
な
い
、
発
行

さ
れ
た
ま
ま
の
き
れ
い
な
地
図
が
大
多

数
で
あ
る
。
日
本
山
岳
会
の
貴
重
な
財

産
と
し
て
今
後
も
大
切
に
管
理
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

リ
ス
ト
の
取
り
扱
い
や
閲
覧
方
法
な

ど
は
、
今
後
、
図
書
管
理
委
員
会
と
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
現
状
は

ス
ペ
ー
ス
や
什
器
に
限
り
が
あ
る
た
め

運
用
に
制
限
が
あ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ

な
い
。
保
存
と
活
用
の
相
反
す
る
課
題

を
両
立
さ
せ
る
た
め
に
も
画
像
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
検
討
す
る
な
ど
、
よ
り
進
化

し
た
環
境
を
望
み
た
い
も
の
で
あ
る
。

詳
細
は
、
今
後
の
管
理
方
法
な
ど
が
明

確
に
な
る
ま
で
近
藤
宛
に
メ
ー
ル
に
て

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
図
〓
ご
『寿
８

◎
塾
ぞ
ｏ８
８
）　
　
　
　
（近
藤
善
則
）

一
四
Ｈ団
一

春
期
懇
親
山
行
―
蕪
山
―

夏
な
ら
小
瀬
鵜
飼
で
お
馴
染
み
の
長

良
川
右
岸
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
は
八

重
桜
が
咲
き
み
だ
れ
美
し
い
。
そ
ん
な

春
爛
漫
の
４
月
１２
日
、
関
観
光
ホ
テ
ル

に
お
い
て
、
本
部
か
ら
鰺
坂
副
会
長
出

席
の
も
と
、
支
部
定
時
総
会
を
開
催
し

た
。
夜
の
懇
親
会
は
、
久
し
ぶ
り
に
会

う
顔
に
夜
の
更
け
る
の
も
忘
れ
る
ほ
ど

話
が
弾
ん
だ
。

１５
日
朝
、
ち
ょ
っ
と
迂
回
し
て
桜
が

満
開
の
寺
尾
の
千
本
桜
を
鑑
賞
後
、
蕪

山
の
登
山
口
、
板
取
を
目
指
す
。
奥
美

か
ぶ
ら

濃
、
板
取
村
の
蕪
山
は
、
カ
ブ
の
頭
を

思
わ
せ
る
ど

っ
し
り
し
た
山
容
を
し
て

い
る
。
開
墾
や
焼
畑
が
麓
で
行
な
わ
れ
、

栽
培
さ
れ
た
カ
ブ
ラ
の
名
に
ち
な
ん
だ

と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

２１
世
紀
の
森
公
園
で
点
呼
後
、
出
発
。

杉
林
の
中
の
林
道
を
た
ど
り
株
杉
コ
ー

ス
に
入
る
と
、
奇
妙
な
形
の
杉
が
次
々

に
現
わ
れ
た
。
株
杉
と
呼
ば
れ
、
大
き

な
幹
に
さ
ら
に
た
く
さ
ん
の
細
い
杉
が

く
ね
く
ね
と
枝
分
か
れ
し
た
大
木
で
、

樹
齢
４
０
０
年
以
上
と
い
う
。
杉
、
ヒ

ノ
キ
の
混
生
す
る
谷
中
を
ジ
グ
ザ
ク
に

高
度
を
上
げ
て
い
く
。
尾
根
に
出
る
と

左
手
彼
方
に
カ
ブ
頭
が
遠
望
で
き
、
日

指
す
山
は
遠
く
感
じ
る
。
コ
ナ
ラ
、
ミ

ズ
ナ
ラ
な
ど
の
二
次
林
に
入
る
と
、　
一

面
に
咲
く
薄
紫
色
の
カ
タ
ク
リ
に
出
会

だ
よ
り

蕪山頂上にて

全国各地の支部から、

それぞれの活動状況を、

北から南へとリポー ト

します。

い
、
し
ば
し
鑑
賞
す
る
。
ア
ッ
プ
ダ
ウ

ン
を
繰
り
返
す
中
で
薄
桃
色
の
イ
ワ
ウ

チ
ワ
も
あ
ち
こ
ち
に
咲
い
て
い
る
。

奥
牧
谷
コ
ー
ス
と
合
流
す
る
と
道
は

急
に
な
っ
た
が
、
す

っ
と
項
上
に
出
た
。

以
前
は
切
り
開
き
が
僅
か
で
あ
っ
た
が
、

現
在
山
頂
は
３
６
０
度
の
パ
ノ
ラ
マ
に

変
わ

っ
て
い
た
。
雨
の
前
兆
か
雲
が
垂

れ
込
ん
で
は
い
る
も
の
の
、
高
賀
山
、

日
永
岳
、
滝
波
山
な
ど
遠
く
の
山
々
が

眺
望
で
き
た
。
登
項
に
乾
杯
後
、
昼
食
。

い
ろ
い
ろ
な
差
し
入
れ
が
あ
り
、
楽
し

い
ひ
と
時
で
あ
る
。
下
山
後
、
岐
阜
に

着
く
頃
ポ
ツ
ポ
ツ
と
雨
が
降
り
出
し
て

き
た
。　
　
　
　
　
　
　
（今
峰
正
利
）
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図
書
紹
介

滑
志
田

隆

・
著

『地
球
温
暖
化
問
題
と
森
林
行
政

の
転
換
』

「雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
の
詩
人
、
宮
沢
賢

治
は
１
９
３
２
（昭
和
７
）年
、雑
誌
『児

童
文
学
』
に
発
表
し
た

「グ
ス
コ
ー
ブ

ド
リ
の
伝
記
」
に
、
大
気
中
の
二
酸
化

炭
素
濃
度
の
上
昇
が
気
温
を

一
時
的
に

高
め
る
こ
と
を
織
り
込
ん
で
い
る
…
…

と
い
う
書
き
出
し
で
始
ま
る
本
書
は
、

児
童
文
学
ど
こ
ろ
か
、
た
い
し
た
学
術

論
文
で
あ
る
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
本

書
は
毎
日
新
聞
記
者
だ

っ
た
著
者
が
、

退
職
後
大
東
文
化
大
学
法
学
部
博
士
課

程
に
提
出
し
た
学
位
申
請
論
文
を
ベ
ー

ス
に
、
新
た
な
知
見
を
得
て
加
筆
し
た

も
の
だ
か
ら
だ
。
本
書
の
構
成
は
、
序

章
と
終
章
を
除
い
て
、
八
章
か
ら
な
る
。

第

一
・
二
章
で
は
、
気
候
変
動
枠
組

条
約
が
調
印
さ
れ
た
９２
年
の
地
球
サ
ミ

ッ
ト
で
国
際
的
に
合
意
さ
れ
た

「共
通

だ
が
差
異
の
あ
る
責
任
」
の
理
念
が
、

ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
９７
年
の

京
都
議
定
書
に
反
映
さ
れ
た
か
を
考
察

す
る
。

第
二

・
四
章
で
は
、
京
都
会
議
後
の

日
本
国
内
の
政
治
過
程
の
考
察
と
し
て
、

省
庁
間
の
権
限
争
い
、
産
業
界
、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
政
治
的
綱
引
き
に
焦
点
を
当
て
る
。

森
林
吸
収
源
が
二
酸
化
炭
素
削
減
に
カ

ウ
ン
ト
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
も

考
察
す
る
。

続
く
第
五

・
六
章
で
は
、
我
が
国
の

林
業
の
現
状
と
新
た
な
森
林
整
備
目
標

の
意
義
を
考
察
す
る
。
ま
た
、
政
府
世

論
調
査
の
結
果
を
参
照
し
な
が
ら
、
地

球
温
暖
化
問
題
に
対
す
る
国
民
意
識
が

大
き
く
変
化
し
た
こ
と
を
検
証
。

第
七

・
八
章
で
は
、
森
林
整
備
の
新

し
い
財
源
と
し
て
注
目
さ
れ
る
環
境
税

2007年 12月
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ノ

一

しヽ

導
入
問
題
の
政
治
過
程
を
整
理
す
る
。

以
上
は
、
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア

的
網
羅
性
を
以
っ
て
記
述
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
分
野
の
研
究
者
に
は
貴
重
な
文
献

と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

し
か
し
例
え
ば
、
「森
林
吸
収
源
」
を

二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
に
加
算
す
る
こ

と
は
、
京
都
議
定
書
を
批
准
さ
せ
る
た

め
の
日
本
へ
の
リ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
で
あ

っ
た
と
、
世
界
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
は
言
わ
れ

て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
で
は
森
林
問
題
は
温
暖

化
対
策
の
主
題
と
は
な
ら
ず
、
徹
底
し

た
省
エ
ネ

・
新
エ
ネ
の
道
を
取
り
、
世

界
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
。
今
後
、
省
庁

の
利
害
を
恐
れ
ぬ
切
り
込
み
型
の
内
容

の
続
編
が
発
刊
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
（西
田

進
）

中
央
大
学
山
岳
部

中
央
大
学
Ｏ
Ｂ
山
岳
会

・
発
行

『日
で
見
る
中
央
大
学
山
岳
部
の

８０
年
』

近
代
登
山
の
草
創
期
に
旗
揚
げ
を
し

た
学
校
山
岳
部
は
こ
こ
数
年
で
創
立
８０

年
を
迎
え
た
と
こ
ろ
が
多
い
。
中
央
大

学
も
大
正
１５

（１
９
２
６
）
年
、
公
認

山
岳
部
と
な
り
、
時
代
の
荒
波
を
乗
り

越
え
て
き
た
。

目
次
は

「草
創
期
の
頃
」
、
「
一
世
紀

に
生
き
た
川
崎
精
雄
さ
ん
」
、
「戦
後
山

岳
部
再
建
の
き
っ
か
け
」
、
「山
岳
部
長

２０
年
・部
員
を
愛
し
た
板
倉
勝
正
先
生
」

な
ど
１８
項
目
に
及
ぶ
。
本
の
タ
イ
ト
ル

の
通
り
、
写
真
を
見
な
が
ら
キ
ャ
プ
シ

ョ
ン
を
読
む
だ
け
で
中
央
大
学
山
岳
部

の
歴
史
が
す
ん
な
り
と
頭
に
入
り
、
時

代
が
甦
る
。
ま
た
７０
年
、

８０
年
前
の
厳

冬
期
や
夏
山
の
服
装
、
靴
や
ザ
ッ
ク
、

ス
キ
ー
、
冬
テ
ン
ト
な
ど
の
登
山
用
具
、
４

学
生
た
ち
の
髪
型
ま
で
も
鮮
明
で
印
象
　
■

的
だ
。
で
は
、
そ
の
年
代
を
写
真
か
ら

追

っ
て
み
よ
う
。

「昭
和
１０

（１
９
３
５
）
年
頃
の
山
岳

部
」
―

‥こ
の
数
ペ
ー
ジ
を
見
て
い
る

だ
け
で
当
時
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て

し
ま
う
。
「戦
後
山
岳
部
再
建
の
き
っ
か

け
」
の
写
真
か
ら
は
、
敗
戦
か
ら
立
ち

上
が
ろ
う
と
す
る
若
人
の
凛
々
し
い
姿

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
る
。
「念
願
の
黒

菱
小
屋
」
か
ら
は
、
各
大
学
山
岳
部
で

山
小
屋
建
設
の
機
運
が
広
が
っ
た
時
代

を
思
い
出
さ
せ
る
。

「昭
和
２０
年
代
」
―

物
資
不
足
な
が

ら
戦
争
か
ら
開
放
さ
れ
自
由
を
謳
歌
し

2007年 10月
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て
い
る
学
生
達
の
溌
測
と
し
た
笑
顔
が

印
象
的
だ
。

「昭
和
３０
年
代
」
―

登
山
ブ
ー
ム
で

山
が
賑
わ
っ
た
頃
だ
。
部
員
が
大
勢
い

て
活
気
に
溢
れ
羨
ま
し
い
。

「昭
和
４０
～
６０
年
代
」
―

ま
だ
キ
ス

リ
ン
グ
が
幅
を
き
か
せ
て
い
る
が
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
姿
も
目
立

っ
て
き
た
。

「平
成
の
山
」―

‐ビ
ッ
グ
ウ
ォ
ー
ル
・

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
や
前
爪
付
き
ア
イ
ゼ
ン

の
活
用
で
ダ
ブ
ル

ｏ
ア
ッ
ク
ス
で
の
氷

壁

・
氷
瀑
登
攀
が
普
及
し
た
頃
だ
。

「海
外
の
山
」
で
は
依
田
孝
喜
氏
の
マ

ナ
ス
ル
や
ヒ
マ
ラ
ヤ
、
ア
ン
デ
ス
、
ア

ラ
ス
カ
な
ど
数
多
く
の
遠
征
写
真
が
中

大
山
岳
部
の
力
量
を
物
語
っ
て
い
る
。

巻
末
資
料
と
し
て
年
譜
が
あ
る
。

８０

年
の
歴
史
の
中
で
昭
和
１６
年
１
月
か
ら

２０
年
末
ま
で
の
資
料
が
焼
失
し
た
の
か

空
白
が
あ
る
。
第
二
次
大
戦
の
悲
惨
さ

を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。

こ
の
１０
年
刻
み
の
編
集
は
、
各
時
代

を
視
覚
に
訴
え
て
く
る
心
憎
い
演
出
だ
。

さ
す
が
マ
ナ
ス
ル
登
項
の
記
録
映
画
を

撮

っ
た
依
田
さ
ん
、
長
年
Ｊ
Ａ
Ｃ
で
資

料

・
映
像
委
員
を
務
め
て
い
る
羽
田
栄

治
さ
ん
を
輩
出
し
た
山
岳
部
だ
。
ビ
ジ

ュ
ア
ル
で
歴
史
を
纏
め
た
こ
の
年
史
は
、

日
本
の
近
代
登
山
変
遷
史
と
も
言
え
よ

う
。　
　
　
　
　
　
　
　
（南
井
英
弘
）

０
コ
ｍ
ヨ
匡
Ｏ
ｏ
ヨ
σ
Ｅ
・
一編

『
Ｚ
Ｏ
一〓
０
コ
ｍ

０
〇
一ゴ
σ
ｃ
ｌ

工
一∽

〓
『Φ

Ｏ
コ
Ｑ

計
一一ゴ
Φ
∽
計
ゴ
「
Ｏ
Ｃ
ｍ
コ

『ゴ
Φ
Ｑ
一〇

０
〓
０
「
一コ
ｍ
∽
』

シ
ェ
ル
パ

・
ナ
ワ
ン

・
ゴ
ン
ブ
が
登

場
す
る
新
聞

・
雑
誌
記
事
数
百
件
の
切

り
抜
き
集
大
成
で
あ
る
。
編
者
は
ナ
ワ

ン
の
三
女
。
２
月
、
ム
ン
バ
イ
で
開
か

れ
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン

・
ク
ラ
ブ
創
立
８０
周

年
記
念
式
典
で
ナ
ワ
ン

・
ゴ
ン
ブ
と
そ

の
家
族
の
出
席
の
下
で
披
露
さ
れ
た
。

冒
頭
に
、
日
次
代
わ
り
の
略
歴
が
あ

る
。
ナ
ワ
ン
・ゴ
ン
ブ
は
、
タ
イ
ガ
ｌ
ｏ

バ
ッ
ジ
保
有
者
の
数
少
な
い
生
き
残
り

の
ひ
と
り
で
、
テ
ン
ジ
ン

・
ノ
ル
ゲ
イ

の
甥
で
あ
り
、
後
継
者
と
し
て
ダ
ー
ジ

リ
ン
に
あ
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
学
校
の
第

二
代
校
長
を
永
年
務
め
、
引
退
後
は
シ

ェ
ル
パ
仏
教
徒
教
会
会
長
の
職
に
あ
る
。

少
年
時
代
、
預
け
ら
れ
て
い
た
チ
ベ

ッ
ト
側
の
ロ
ン
ブ
ク
僧
院
を
脱
出
し
て

６
０
０
０
際
川
の
峠
を
越
え
故
郷
で
あ
る

ネ
パ
ー
ル
に
も
ど

っ
た
。

登
山
界
へ
の
デ
ビ
ユ
ー
は
、
１
９
５

３
年
の
英
国
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
隊
で
、
最

年
少
の
シ
ェ
ル
パ
と
し
て
１７
歳
で
参
加

2007`qF

Highlanders Desi脚

SeⅣlces発行
B4判変型 1845~
定価 Rs.300.00

し
て
、
無
酸
素
で
サ
ウ
ス

・
コ
ル
に
到

達
し
て
い
る
。
隊
長
の
ジ
ョ
ン

・
ハ
ン

ト
と
同
行
し
た
荷
揚
げ
の
途
中
、
自
分

が
２
本
担
い
で
い
る
酸
素
ボ
ン
ベ
を
隊

長
が
１
本
し
か
担
い
で
い
な
い
の
を
見

つ
け
て

「何
で
あ
な
た
も
２
本
担
が
な

い
の
か
」
と
言

っ
て
の
け
た
と
い
う
エ

ピ
ソ
ー
ド
の
持
ち
主
で
も
あ
る
。
そ
の

１０
年
後
に
は
、
米
国
隊
に
参
加
し
て
盟

友
と
な
る
ジ
ム

・
ウ
ィ
ッ
テ
カ
ー
と
と

も
に
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
登
項
者
と
な
る
。

さ
ら
に
１
９
６
５
年
の
イ
ン
ド
隊
で
も

登
項
に
成
功
し
て
、
世
界
初
の

「
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
２
度
登
項
者
」
と
な
っ
た
。

多
く
の
輝
か
し
い
遠
征
参
加
歴
の
記

事
と
写
真
が
あ
る
。
興
味
あ
る
部
分
も

少
な
く
な
い
の
だ
が
、
出
典
の
誌
名
、

掲
載
年
月
日
な
ど
書
誌
的
記
載
の
な
い

も
の
が
多
く
、
不
満
の
残
る
と
こ
ろ
だ
。

日
本
語
の
記
事
は
１
件
で
、
昭
和
５４
年

に
朝
日
の
武
田
剛
特
派
員
が
ダ
ー
ジ
リ

ン
を
訪
問
し
た
折
の
会
見
記
事
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
本
の
売
り
上
げ
は
シ
ェ

ル
パ
仏
教
徒
教
会
に
寄
付
さ
れ
る
と
の

こ
と
。

（越
田
和
男
）

著 者 書   名
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平
成
２０
年
度
第
２
回
（５
月
度
）
理
事
会

日
時
　
平
成
２０
年
５
月
１４
日
　
１８
時
３０

分
～
２１
時

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

【出
席
者
】
宮
下
会
長
、
鯵
坂
・神
崎
各

副
会
長
、
宮
崎

・
吉
永

・
成
川
各
常
務

理
事
、
齋
藤

・
藤
井

・
石
橋

・
太
田

・

堀
井

・
相
馬

・
山
川

・
岡
部
各
理
事
、

深
川

・
竹
中
各
監
事
、
近
藤
常
任
評
議

員
、
神
長
会
報
編
集
委
員
長

【委
任
】
古
野
理
事

【欠
席
】
日
下
田
・河
野
各
常
任
評
議
員

【審
議
事
項
】

１

・
支
部
長
の
交
代
承
認
申
請
に
つ
い

て

（宮
崎
）

①
北
海
道
支
部
‥
長
谷
川
雄
助
氏

（６

１
０
３
）
か
ら
滝
本
幸
夫
氏
（５
９
９
３
）

②
石
川
支
部
‥
津
田
文
夫
氏

（６
４
５

４
）
か
ら
中
川
博
人
氏

（７
４
６
３
）

（承
認
）

２

・
支
部
助
成
金
の
変
更

（吉
永
）

支
部
事
業
の
活
発
化
お
よ
び
首
都
圏

に
お
け
る
支
部
化
促
進
を

一
層
支
援
す

る
た
め
、
平
成
２０
年
度
限
り
の
暫
定
措

置
と
し
て
支
部
助
成
金
と
は
別
に
所
属

支
部
員
１
名
に
つ
き
１
０
０
０
円

（年

間
）
を
支
給
し
、
併
せ
て
適
切
な
使
途

と
そ
の
使
途
報
告
の
指
導
徹
底
を
図
り

た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（承
認
）

【報
告
事
項
】

ｌ

ｏ
ヒ
ラ
リ
ー
卿
追
悼

「講
演
と
映
画

の
夕
べ
」
報
告

（太
田
）

５
月
９
日
　
会
場
満
席

（立
見
の
者

あ
り
）
の
状
況
、盛
況
裏
に
行
な
わ
れ
た
。

２

・
自
然
保
護
関
係
活
動
資
金
受
領
報

告

（山
川
）

自
然
保
護
委
員
会
で
は
以
下
の
協
賛

金
、
助
成
金
を
受
領
し
た
。

●
閉
松
竹
よ
り
映
画
宣
伝
グ
ッ
ズ
販
売

収
益
の

一
部
と
し
て
１８
万
１
９
２
９
円

●
闘
自
然
保
護
助
成
金
基
金
よ
り
金
７６

万
５
０
０
０
円

３

。
（社
）
日
本
山
岳
ガ
イ
ド
協
会
通
常

総
会
に
と
も
な
う
懇
親
会
の
案
内
（宮
崎
）

５
月
２０
日
に
開
催
さ
れ
た
。
宮
下
会

長
、
宮
崎
常
務
理
事
が
出
席
。

４

・
平
成
２０
年
度
第
１
回
評
議
員
会
開

催
予
定
に
つ
い
て

（宮
崎
）

闘
自
然
公
園
財
団
で
６
月
Ｈ
日
に
開

催
さ
れ
る
。
宮
下
会
長

（同
財
団
評
議

員
）
が
出
席
予
定
。

５

ｏ
平
成
２０
年
通
常
総
会
の
開
催
に
つ

い
て

（宮
崎
）

福
岡
支
部
が
５
月
１７
日
に
開
催
す
る
。

６

・
英
国

・
王
立
地
理
学
協
会
か
ら
メ

ダ
ル
受
賞
の
報
告

（宮
崎
）

中
村
保
会
員
が
英
国

・
王
立
地
理
学

協
会
よ
り

「”
Ｃ
のＦ
〓
①
計
一
Ｎ
Ｏ
Ｏ
∞」
授

与
の
通
知
を
受
け
た

（授
与
式
は
６
月

２
日
に
ロ
ン
ド
ン
で
）
。受
賞
の
対
象
は

「ヒ
マ
ラ
ヤ
の
東
―
チ
ベ
ッ
ト
の
ア
ル

プ
ス
」
の
探
検
と
地
理
的
調
査
。
こ
の

王
立
地
理
学
協
会
の
メ
ダ
ル
受
賞
は
日

本
人
初
。

７

ｏ
第
２
回
学
生
交
流
登
山
の
日
程
に

つ
い
て

（吉
永
）

日
中
韓
三
国
の
学
生
交
流
登
山
を
８

月
１７
～
２４
日
の
間
開
催
す
る
旨
の
連
絡

が
韓
国
山
岳
会
か
ら
届
い
た
。
学
生
部

で
は
、
こ
の
日
程
で
進
め
る
予
定
。

８

ｏ
ネ
パ
ー
ル
・登
山
料
の
改
定
（宮
崎
）

ネ
パ
ー
ル
政
府
観
光
省
は
７
月
１７
日

以
降
、　
一
部
登
山
地
域
の
登
山
料
を
改

定
し
た
。

①
西
部
、
極
西
部
に
属
す
る
山
＝
全
て

の
シ
ー
ズ
ン
を
通
じ
て
無
料

②
そ
の
他
の
山
＝

（エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
、

ア
マ
・
ダ
ブ
ラ
ム
を
除
き
）
秋
期

（
９

～
Ｈ
月
）
５０
りヽ自
値
下
げ
、
夏
期
（
７
～

８
月
）
７５
肩

値
下
げ
、
冬
期

（１２
～
１

月
）
７５
りヽ自
値
下
げ

９

・
「会
員
名
簿
」
作
成
作
業

（宮
崎
）

Ｈ
月
初
旬
完
成
を
目
途
に
総
務
委
員

会
で
準
備
を
進
め
て
い
る
。

１０

ｏ
希
少
野
生
動
植
物
保
護
管
理
事
業

に
お
け
る
植
生
復
元
事
業
実
施
報
告
書

（宮
崎
）

国
土
交
通
省
中
信
森
林
管
理
署
か
ら

報
告
書
が
送
付
さ
れ
た
。

Ｈ

。
第
６２
回
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
の
開
催
に

つ
い
て

（宮
崎
）

信
濃
支
部
か
ら
開
催
要
項
が
送
付
さ

れ
た
。
６
月
１
日
の
行
事
に
は
宮
下
会

長
、
宮
崎
常
務
理
事
、
岡
部
理
事
が
出

席
予
定
。

１２

ｏ
東
海
支
部
総
会
開
催

（鰺
坂
）

５
月
１０
日
に
開
催
、
鰺
坂
副
会
長
が

出
席
し
た
。

１３

。
日
本
山
岳
会
ヒ
マ
ラ
ヤ
環
境
調
査

隊
帰
国
報
告

（山
川
）

４
月
２３
日
～
５
月
１５
日
、
イ
ム
ジ
ャ

氷
河
周
辺
で
の
環
境
調
査
と
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
は
予
定
通
り
行
な
わ
れ
多
く
の
成

果
を
上
げ
て
無
事
終
了
し
た
。

１４

ｅ
自
然
保
護
全
国
集
会
実
施
報
告

（山
川
）
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0

◆
第
３７
回
山
岳
史
懇
談
会

「群
馬
県
山

岳
連
盟
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
ヘ
の
挑
戦
」
。

［凶
圭
里
安
一員
△
〓

世
界
屈
指
の
登
山
家
集
団
と
称
さ
れ
、

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
岳
人
た
ち
が
ヒ
マ
ラ

ヤ
に
挑
戦
し
た
「群
馬
岳
連
」
。
そ
の
な

か
に
あ

っ
て
、
常
に
強
力
な
磁
場
と
し

て
リ
ー
ド
し
て
き
た
八
木
原
囲
明
氏
に
、

そ
の
歩
み
と
強
さ
の
秘
密
や
、
個
性
豊

か
な
ク
ラ
イ
マ
ー
た
ち
の
肖
像
に
も
ふ

れ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時
　
７
月
１４
日
側
１８
時
３０
分
よ
り

場
所
　
山
岳
会
集
会
室

問
合
　
三
好
ま
き
子
ま
で

（口
０
４
９

１

２

６

２

１

０

４

８

６

図
∞
ミ
ョ
ヨ
◎
ヨ
ぴ
①
』
椰
く
ｏｏ
ｏ
日
）

◆
薬
師
岳

ｏ
水
晶
岳

・
鳥
帽
子
岳
を
行

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
集
会
委
員
会

花
の
季
節
に
折
立
か
ら
薬
師
岳
、
水

晶
岳
、
鳥
帽
子
を
縦
走
し
ま
す
。

日

程

　

８

月

９

日

田

～

８

月

１３

日

因

４

泊
５
日

宿
泊
　
山
小
屋
利
用

費
用
　
５
万
２
０
０
０
円

（山
小
屋
宿

泊
代
、
保
険
、
現
地
交
通
費
他
）

定
員
　
９
名

現
地
集
合

ｏ
解
散

申
込
　
７
月
１０
日
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
で

横
山
重
雄
宛

（０
朧
０００７
杉
並
区

下
高
井
戸
５
‐
１４
１
２
）

＊
申
込
者
に
詳
細
案
内
を
送
り
ま
す

◆
魅
力
た
っ
ぶ
り
八
丈
島
自
然
観
察
会

自
然
保
護
委
員
会

日
時
　
８
月
２４
同
～
２５
側

集
合
　
現
地

（八
丈
島
）

宿
泊
　
民
宿
　
柳
家
荘

費
用
　
８
０
０
０
円

定
員
　
２５
名

申
込
　
７
月
１５
日
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
か

メ
ー
ル
で
川
越
尚
子
ま
で

（０
鵬
００１‐
国
分
寺
市
本
多
３
１
７

Ｑ
Ｊ

図
Ｆ
”〓
””
ｏ
ユ
”ｏ
Ｏ
Ｂ
■
ぴ
ぼ
】ｏぴ
①
』
の
・ピ

＊
申
込
者
に
詳
細
案
内
を
送
り
ま
す

◆
資
料
映
像
委
員
を
募
集
し
ま
す

資
料
映
像
委
員
会

創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
日
本
山

岳
会
と
は
、
ど
の
よ
う
な
会
で
し
ょ
う
。

そ
れ
は
、
先
人
の
遺
さ
れ
た
資
料
や
映

像
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ

ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を
映
し
出
す

歴
史
そ
の
も
の
で
あ
り
、
か
け
が
え
の

な
い
山
岳
会
の
財
産
な
の
で
す
。

資
料
映
像
委
員
会
は
、
こ
れ
ら
の
保

存
と
管
理
を
行
な
い
、
独
自
の
山
岳
文

化
を
継
承
し
て
い
く
た
め
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
年
々
増
え
つ
つ
あ
る
資

料
や
映
像
の
本
格
的
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
つ
い

て
は
、
そ
の
準
備
を
進
め
る
に
あ
た
り

若
干
名
の
委
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
私
た
ち
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た

だ
け
ま
せ
ん
か
。

な
お
、
資
料
映
像
委
員
会
の
活
動
の

詳
細
に
つ
い
て
は
会
報

『山
』
７
５
０

号

、

Ｊ

Ａ

Ｃ

の

Ｈ

Ｐ
を

参

照

く

だ

さ

い
。

問
合
せ
＝
羽
田
栄
治
（口
０
３
１
３
３
９

９
１
３
９
７
５
）

◆
第
１５
回
上
高
地
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
　
　
　
山
の
自
然
学
研
究
会

自
然
保
護
委
員
会
共
催

期
間
　
８
月
１
日
０
～
１５
日
ロ

メールマガジン「日本山岳会だより」

読者募集中 !

インターネット小委員会では、当会関係のイベン
トの案内や告知、山関連の最新情報をメールでお届
けしています (無料)。

このメールマガジン「日本山岳会だより」をご希
望の方は、下記へ申し込みください。
*申込みアドレス=Jaomlmag@iacoor.Jp
*必要記入事項=会員番号、氏名、メールマガジン
を受けるメールアドレス
なお、バックナンバーが当会ホームページの会員ペ

ージに掲載されています。 (イ ンターネット小委員会 )

■
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク

（ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
を
拠
点
と
し
て
、
大
正
池
、
明
神
、

小
梨
平
方
面
を
案
内
し
ま
す
）

■
ミ
ニ
ト
ー
ク

（時
間
＝
１９
時
３０
分
か

ら
、
場
所
＝
温
泉
ホ
テ
ル
、
ア
ル
ペ
ン

ホ
テ
ル
、
西
糸
屋
山
荘
で
毎
晩
開
催
）

■
こ
ど
も
ス
ケ
ッ
チ
会

（ア
ル
パ
イ
ン

ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ
会
員
の
協
力
を
得
て

の
情
操
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

期
間
　
８
月
４
日
側
～
７
日
困

問
合
　
古
田
寛
昭
ま
で

（田

０
４
‐
２
９
４
９
‐
５
６
３
１

ど
ａ
Ｓ
Ｆ
◎
ユ
く
〇
・ヨ
①
鮎
一”〓
』
①
↓
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開所 は森 の におい に迎 え られて

山研管理人 内野慎―

管理人になって 4シ ーズンロを迎えました。
今年は暦の関係で開山祭から宿泊開始までの日程
がタイ トだったこともあり、いつもより早めに準
備を始めました。

毎年のことですが、シーズン初めに穂高と対面
するときは、そびえる岩壁の迫力に圧倒されます。
山研に向かう道、カーブを曲がって目の前に穂高
が現われると、思わず「ふ―っ」「うわ―っ」「は

ぁ―」など、言葉にならない声がついこぼれてし

まいます。

今年の開所は、新しいにおいと遭遇しました。
それは強い森のにおいです。山研に着いた瞬間、
濃密な針葉樹の香りに包まれ、「このにおい ?」 と

思わず顔を見合わせました。久しぶりの山研だっ
たから感じたのか、あるいはちょうど木々が眠り
から覚めてにおいを強 く発する時期だったのか
……。その場の空気を何倍にも濃縮したのではな
いかと思われるほど強いものでした。自然の奥深

芽吹きの始まり

くに入って来たことを、改めて感じた瞬間でした

4月 26日 、27日 の開所作業は、15人の方のご尽
力で順調に進みました。とはいえ、残雪もそれな

りにあったので水源では例年同様の雪掘りや、落
ちていた太い枝の片づけなど、冷たい雨の中の作
業となりました。

ゴールデンウィーク中は天気がよく、温度が上
がり、雪解けがどんどん進みました。穂高の雪の

上で幕営された方に聞くと「張り綱の支柱を雪に
しっかり差し込んでおいたのに、日中に緩んでぐ
らぐらになってしまった」ということでした。で

も、そんな暖かい上高地でしたが、 5月 10日 にま
た雪が降りました。めったにない連体明けの雪で
した。

今年も皆さまとお会いできることを楽しみに、

新緑の上高地でお待ちしています。

◆
小
泉
武
栄
教
授
の
巡
検
参
加
者
募
集

山
の
自
然
学
研
究
会

楽
し
い
知
的
登
山
を
提
唱
さ
れ
て
い

る
東
京
学
芸
大
教
授

・
小
泉
先
生
と
、

浅
間
山
の
噴
火
後
の
植
物
再
生
の
変
遷

を
観
察
し
ま
す
。
巡
検
場
所
は
、
車
坂

峠
か
ら
黒
斑
山
で
す
。

日
時
　
９
月
７
日
同

定
員
　
２５
人

（往
復
チ
ャ
ー
タ
ー
バ
ス

利
用
）

費
用
　
約
７
０
０
０
円
（バ
ス
代
含
む
）

集
合

・
解
散
　
Ｊ
Ｒ
国
立
駅

申
込
　
７
月
末
日
ま
で
に
、
櫛
田

勁
宛

（而
Ш
０
４
５
‐
９
６
２
‐
３
７
８
６

図
Ｆ
①
【∞
い
◎
的
ぁ
あ
〇
‐●
Ｏ
ｒ
●
①
・一り

◆
剣
岳
放
射
状
登
山

ゆ
き
わ
り
会

北
ア
ル
プ
ス
の
名
峰
、
剣
岳
を
心
い

く
ま
で
眺
め
、
周
辺
を
散
策
す
る
山
旅

で
す
。

期
日
　
８
月
１
日
口
～
６
日
因

行
程
　
集
合
場
所
は
剣
沢

期
間
中
飢
沢
に
滞
在
し
、
日
帰

り
で
①
別
山
尾
根
、
②
立
山
、

③
奥
大
日
岳
な
ど
周
辺
の
山

に
登
り
ま
す
。
下
山
は
室
堂
の

ほ
か
仙
人
池
経
由
も
あ
り

参
加
費
　
交
通
費
、
宿
泊
費
各
自
負
担

申
込
・問
合
　
氏
名
、
住
所
、
電
話
、
メ

―
ル
ア
ド
レ
ス
を
記
入
し
て
、

７
月
１０
日
ま
で
に
メ
ー
ル
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
ハ
ガ
キ
で
皆
川
恵
男

（口
＆
田
０
４
２
‐
３
７
３
‐
３

０
０
３
）
ま
で

回
Ｂ
Ｆ
””
”ヨ
”‐ｋ
”
〓
ｏ
◎
Ч
σ
ぴ
』
の
む

★
申
込
受
付
後
詳
細
案
内
し
ま
す

◆
日
本
山
岳
画
協
会
０８
年
定
例
展

山
を
愛
し
自
然
の
詩
情
を
描
き
つ
づ

け
る
洋
画
家
た
ち
１６
名
に
よ
る
作
品
約

６０
点
を
展
示
し
ま
す
。

会
期
　
６
月
２９
日
同
～
７
月
５
日
田

Ｈ
時
～
１８
時
３０
分

（２９
日
は
正

午
か
ら
、
５
日
は
１７
時
ま
で
）

場
所
　
東
京
交
通
会
館
　
Ｂ
ｌ
階
ゴ
ー

ル
ド
サ
ロ
ン

（口
０
３
１
３
２

１
５
‐
７
９
３
３
）

問
合
　
牧
潤

一
ま
で

（画
室
口
０
４
９

１
２
６
４
１
７
３
６
９
）
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